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◎ 雑 草 防 除 

１．水 稲 の 雑 草 防 除〔目次に戻る〕 

 

除草剤の使用に当たって 

耕地における雑草発生の多少は、作物の収量を大きく左右し、これまでの試験結果からみれば無除草

栽培により減収する場合もある。 

除草剤の普及にともない従来 10アール当り除草労力は水稲作で 40数時間も必要としたが、現在では

数時間となり同時に栽培方法までも変えることができた。（直播、機械移植など） 

このように、作物栽培に大きく貢献している除草剤であるが、どの雑草も除草できる万能薬ではなく、

除草剤だけで防除を続けていると雑草の優占種に変化がみられ、除草効果が低下してゆく。この例とし

て最近、アゼナ、コナギ、ミゾハコベ、ホタルイ、ミズガヤツリ、藻類などの増加がある。 

また除草剤は、農薬登録によって、安全性について充分検討されているが、一部には人畜毒性や魚毒

性のあるものもあり使用に当っては注意が必要である。 

そこで、除草剤使用に当っては、その性質を十分知り、対象とする雑草や作物に対して適切に使用す

れば問題は生じないが、使用法をまちがえると除草効果が劣ったり、作物に薬害がみられ、場合によっ

ては、周辺の作物や水産動植物などにも被害をあたえることがあることから、除草効果を高めるために

は、耕種的防除方法とともに使用基準並びに使用上の注意を遵守して、作物の薬害と他の部門に問題が

生じないよう使用しなければならない。 

特に水産動植物に対しては、通常の使用方法では影響の少ない（魚毒性Ｂ類）除草剤でも使用時期が

梅雨期にあたり、一時に広範囲に使用するときには、影響が懸念されるので水管理など十分に注意する。 

 

  

 



- 97 - 

 

〔Ⅰ〕水稲除草剤別使用方法〔目次に戻る〕 

 

１．除草効果を高めるための耕種的な雑草の抑制法 

１）生ワラ、麦稈等を施用したほ場では、ディスクローラ等を用いて完全埋没に努める。 

２）ほ場への入水は、雑草の発芽を促進させるので、必要以上に早く行わない。 

３）入水後は速やかに耕起代かきを行い、植え付け精度が低下しない限り、移植は早めに行う。 

４）代かきは丁寧に行った後、湛水状態を保ち、雑草発生の抑制に努める。 

 

２．薬剤による防除法 

 

※除草剤全体にかかる部分での注意事項 

●移植後の除草剤施用に当たっては、雑草の発生状況に注意するとともに、ラベルに記載

された事項を守り、除草効果の確保に努める。 

●農薬のラベルに記載されている止水に関する注意事項等を確認するとともに、止水期間

を 7日間以上とする。また、止水期間中については、農薬の流出を防止するとともに、入

水は静かに行う等、適切な水管理や畦畔整備等の措置を講じるよう努めること。 

●除草効果を高めるため、使用時期の範囲内で、使用時期に掲載しているノビエの葉齢を

0.5葉早めに処理することが望ましい。 

例）「移植後 5日～ノビエ 2.5葉期」とある場合は、ノビエの 2葉期までに使用する。 
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１）移植栽培 
※ 農薬のラベルに記載されている止水に関する注意事項等を確認するとともに、止水期間を１週間程度とする。

また、止水期間中については、農薬の流出を防止するとともに、適切な水管理や畦畔整備等の措置を講じるよ

う努めること。 

 

(1) 初期剤〔目次に戻る〕 

初期除草剤においては、代掻きから移植前に登録があるものがあるが、佐賀県においては、環境

にも配慮し、田植え前の使用を控えることとしており、「てびきにおける使用時期」においては移植

後のみの使用時期について掲載しています。 

注）各薬剤の農薬登録情報は、「農薬登録情報提供システム（農林水産省）」を参照してください。 

使用方法については、章末の簡易マニュアルを参照してください。 

注）各農薬の水産動物に関する注意事項については、FAMICホームページの、HOME > 農薬 > 登録・

失効農薬情報」を参照してください（アクセス方法については、巻末の使用方法参照）。 

 

 

〔目次に戻る〕 

藻類・
表層剥離

移植時 直播

1
アルハーブフロアブル

(ﾃﾆﾙｸﾛｰﾙ4.0％)
○

①雑草発生前～始期に散布する。
②一年生広葉雑草の多発田では効果にふれが出るので使用をさけ
る。

2

クミアイサキドリＥＷ
(ﾍﾟﾝﾄｷｻｿﾞﾝ4.0%)
(ﾌﾞﾀｸﾛｰﾙ12.0%)

○ ○

①雑草発生前～始期に散布する。
②苗に付着すると軽微な薬害を生じることがある。
③苗が水没するような深水状態では葉鞘部に薬害が生じる場合があ
る。
④直播水稲に使用する場合、出芽時に湛水条件になると薬害を生じ
る。
⑤レンコン等の隣接田で使用する場合は十分注意する。

3

サンバード粒剤
(ﾋﾟﾗｿﾞﾚｰﾄ10.0%)

○

①水が切れると効果が低下するので、田面の露出をさける。
②散布後の落水、かけ流しは絶対避ける。
③雑草の発生前～始期にかけて処理すると効果が高い。
④直播水稲のは種時に通常の湛水状態より水を落として散布する場
合は、散布後速やかに通常の湛水状態（水深3～5cm）にする。

4 スタメンフロアブル
（ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞｿﾝ3.9%）

①雑草発生前～始期に散布する。

※
5 先陣１キロ粒剤

（ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘﾝ0.3%）
（ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ1.5%）

○ ○
①雑草発生前～始期に散布する。
②レンコンなどの生育を阻害する恐れがあるので、これら作物の生
育期に隣接田で使用する場合は注意する。

6 パデホープ１キロ粒剤
(ﾀﾞｲﾑﾛﾝ15.0%)

(ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ3.0%)

①雑草発生前～始期に散布する。
②コナギ多発田での使用は効果が劣ることがあるので、コナギに有
効な剤と体系で使用する。

7
ベクサーフロアブル
(ﾍﾟﾝﾄｷｻｿﾞﾝ2.9%)

○
①雑草発生前～始期に散布する。
②苗が水没するような深水状態では葉鞘部に薬害が生じる場合があ
る。

8 ホクコーダッシュワン
フロアブル

(ﾀﾞｲﾑﾛﾝ22.9%)
(ﾍﾟﾝﾄｷｻｿﾞﾝ3.8%)

○
①雑草発生前～始期に散布する。
②レンコン等の隣接田で使用する場合は十分注意する。

9
マーシェット１キロ粒剤

(ﾌﾞﾀｸﾛｰﾙ10.0%)
○

①雑草発生前～始期に散布する。
②コナギ多発田では効果が劣ることがあるので、早めに使用する。

10 ホクコーユニハーブ
フロアブル

(ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾅｯﾌﾟ20.0%)
(ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ5.0%)

○ ①雑草発生前～始期に散布する。

番
号

除　草　剤　名
（成　分）

使　用　上　の　注　意
登録

https://pesticide.maff.go.jp/
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(2) 初中期一発剤〔目次に戻る〕 

 

 
 

〔目次に戻る〕 

藻類・
表層剥離

移植時 直播

1

アカツキ１キロ粒剤
（ﾌｪﾉｷｻｽﾙﾎﾝ2.0%）
（ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ3.0%）
（ﾒﾀｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ1.0%）

○
※移植
のみ

○ ○

①雑草の発生前～ノビエ3葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉期～ノビエ3葉期）
②ホタルイ、ヘラオモダカは3葉期まで、ウリカワは2葉期ま
で、オモダカは矢尻葉1葉期まで、ミズガヤツリ、クログワ
イ、コウキヤガラ、シズイは草丈10cmまで、ヒルムシロは発生
期まで、セリは再生期まで、アオミドロ・藻類による表層はく
離は発生前までが散布適期である。
③れんこん等の生育期に隣接田で使用する場合は十分注意す
る。

2

アクシズМＸ１キロ粒剤
(ﾋﾟﾘﾌﾀﾘﾄﾞ2.4%)
(ﾒﾀｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ0.8%)
(ﾒｿﾄﾘｵﾝ0.9%)

○

①移植後7日～ノビエ4葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉期～ノビエ4葉期）
②オモダカは矢じり葉1葉期まで、ヘラオモダカは3葉期まで、
ホタルイ、ウリカワ、ミズガヤツリ※は4葉期まで、ヒルムシ
ロは発生期まで、セリは再生始期まで、クログワイ、コウキヤ
ガラ、シズイは草丈10cmまでが散布適期である。※田植前・は
種前に生育したミズガヤツリは、完全に防除してから使用す
る。
③れんこん等の生育期に隣接田で使用する場合は十分注意す
る。

3

アッパレＺ１キロ粒剤
(ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ2.0%)

(ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ0.9%)
(ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ9.0%)

○
※移植
のみ

○ ○

①雑草の発生前～ノビエ3葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉期～ノビエ3葉期）
②ミズアオイは1葉期まで、ホタルイは4葉期まで（ただし、直
播水稲は2葉期まで）、ウリカワは3葉期まで（ただし、直播水
稲は2葉期まで）、ヘラオモダカは3葉期まで、ミズガヤツリは
4葉期まで（ただし、直播水稲は3葉期まで）、ヒルムシロは発
生期まで、セリは再生前から再生始期まで、エゾノサヤヌカグ
サは2葉期まで、オモダカは発生前から発生始期まで、クログ
ワイは草丈10cmまで、コウキヤガラは発生始期まで、シズイは
草丈3cmまで、アオミドロ・藻類による表層はく離は発生前が
散布適期である。
③れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意す
る。

4

アッパレＺフロアブル
(ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ3.7%)

(ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ1.7%)
(ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ16.8%)

○
※移植
のみ

○

①移植後3日～ノビエ3葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉期～ノビエ3葉期）
②ミズアオイは1葉期まで、ホタルイ、ミズガヤツリは4葉期ま
で（ただし、直播水稲は3葉期まで）、ヘラオモダカ、ウリカ
ワは3葉期まで、ヒルムシロは発生期まで、セリは再生前から
再生始期まで、エゾノサヤヌカグサは2葉期まで、オモダカは
発生前から発生始期まで、クログワイは草丈10cmまで、コウキ
ヤガラは発生始期まで、シズイは草丈3cmまで、アオミドロ・
藻類による表層はく離は発生前が散布適期である。
③れんこんなどの生育を阻害するおそれがあるので、生育に隣
接田で使用する場合は十分注意する。

5

アッパレＺジャンボ
(ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ2.0%)

(ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ0.9%)
(ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ9.0%)

○
※移植
のみ

- ○

6

アッパレＺ４００ＦＧ
(ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ2.0%)

(ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ0.9%)
(ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ9.0%)

○
※移植
のみ

- ○

7

アバンティ（カウンシル
エナジー）１キロ粒剤

(ﾄﾘｱﾌｧﾓﾝ0.5%)
(ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ3.0%)
(ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞﾐﾄﾞ3.0%)

○ ○

①雑草の発生前～ノビエ3.5葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉期～ノビエ3.5葉期）
②ヘラオモダカは3葉期まで、ホタルイは4葉期まで、ミズガヤ
ツリは草丈15㎝まで、ウリカワは3葉期まで、ヒルムシロは発
生期まで、セリは再生期まで、オモダカ、クログワイは発生前
から発生始期まで、コウキヤガラは発生始期まで、キシュウス
ズメヒエは再生茎3葉期まで、エゾノサヤヌカグサは3葉期ま
で、シズイは草丈3㎝まで、ミズアオイ、コナギは3葉期までが
散布適期である。
③薬害を生じるおそれがあるので、後作物としてなす、たまね
ぎ及びさやえんどうを栽培しない。
④れんこん等の生育期に隣接田で使用する場合は十分注意す
る。

番
号

除　草　剤　名
（成　分）

登録
主　な　使　用　上　の　注　意

①移植後3日～ノビエ3葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉期～ノビエ3葉期）
②ミズアオイは1葉期まで、ホタルイは4葉期まで、ウリカワ、
ヘラオモダカ、ミズガヤツリは3葉期まで、ヒルムシロは発生
期まで、セリは再生前から再生始期まで、エゾノサヤヌカグサ
は2葉期まで、オモダカは発生前から発生始期まで、クログワ
イは草丈10cmまで、コウキヤガラは発生始期まで、シズイは草
丈3cmまで、ナガエツルノゲイトウは再生始期、アオミドロ・
藻類による表層はく離は発生前から発生始が散布適期である。
③れんこんなどの生育を阻害するおそれがあるので、生育期に
隣接田で使用する場合は十分注意する。
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藻類・
表層剥離

移植時 直播

8

アピログロウМＸ
１キロ粒剤

(ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ4.5%)
(ﾋﾟﾘﾌﾀﾘﾄﾞ1.5%)

(ﾋﾟﾗｿﾞｽﾙﾌﾛﾝｴﾁﾙ0.3%)
(ﾒｿﾄﾘｵﾝ0.9%)

○
※移植
のみ

○ ○

①雑草の発生前～ノビエ3葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉期～ノビエ3葉期）
②ホタルイは3葉期まで、ヘラオモダカは3葉期まで、ミズガヤツリ
は3葉期まで、ウリカワは3葉期まで、ヒルムシロは発生期まで、セ
リは再生始期まで、シズイは草丈3cmまで、アオミドロ・藻類によ
る表層はく離は発生前が本剤の散布適期である。
③れんこん等の生育期に隣接田で使用する場合は十分注意する。

9

アピログロウМＸ
ジャンボ

(ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ11.25%)
(ﾋﾟﾘﾌﾀﾘﾄﾞ3.75%)

(ﾋﾟﾗｿﾞｽﾙﾌﾛﾝｴﾁﾙ0.75%)
(ﾒｿﾄﾘｵﾝ2.25%)

○
※移植
のみ

- ○

10

アピログロウМＸ
エアー粒剤

(ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ11.25%)
(ﾋﾟﾘﾌﾀﾘﾄﾞ3.75%)

(ﾋﾟﾗｿﾞｽﾙﾌﾛﾝｴﾁﾙ0.75%)
(ﾒｿﾄﾘｵﾝ2.25%)

○
※移植
のみ

- ○

※ 11

イッセン１キロ粒剤
（ﾋﾟﾘﾐｽﾙﾌｧﾝ0.75％）
（ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞﾐﾄﾞ3.0％）
（ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ9.0％）

○
※移植
のみ

○ ○

①雑草の発生前～ノビエ3葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉期～ノビエ3葉期）
②ホタルイ、ウリカワは3葉期まで、ヘラオモダカは2葉期まで、ミ
ズガヤツリは草丈20cmまで、オモダカ、クログワイ、コウキヤガラ
は発生始期まで、シズイは草丈3cmまで、キシュウスズメノヒエは
再生茎2葉期まで、エゾノサヤヌカグサは2葉期まで、ヒルムシロは
発生期まで、セリは再生期まで、アオミドロ・藻類による表層はく
離は発生前が散布適期である。
③れんこんなどの生育を阻害するおそれがあるので、これらの作物
の生育期に隣接田で使用する場合は十分に注意する。

12

イネリーグ１キロ粒剤
（ｸﾛﾒﾌﾟﾛｯﾌﾟ4.5%）
（ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ3.0％）

（ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞﾐﾄﾞ3.0％）

○ ○

①雑草発生前～ノビエ3葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉期～2.5葉期）
②ホタルイは3葉期まで、ミズガヤツリ、ウリカワは2葉期まで、ク
ログワイ、オモダカは発生始まで、ヒルムシロは発生期まで、セリ
は再生前まで、シズイは草丈3cmまでが散布適期である。
④れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分に注意す
る。

13

ウィニングラン1キロ粒剤
（ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞｿﾞﾝ2.5%）

（ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ9.0%）
（ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ0.75%）

○
※移植
のみ

○ ○

①雑草の発生前～ノビエ2.5葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉期～2.5葉期）
②ホタルイ、ヘラオモダカ、ミズガヤツリは2葉期まで、ウリカ
ワ、オモダカ、クログワイは発生始期まで、ヒルムシロは発生期ま
で、セリは再生前から再生始期まで、シズイは草丈3㎝まで、アオ
ミドロ・藻類による表層はく離は発生前までが散布適期である。
③レンコンなどの生育を阻害するおそれがあるので、これら作物の
生育期に隣接田で使用する場合は十分注意する。

14

ウィニングランフロアブル
（ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞｿﾞﾝ5.0%）
（ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ18.0%）
（ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ1.4%）

○
※移植
のみ

○ ○

①雑草の発生前～ノビエ2.5葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉期～2.5葉期）
②ホタルイ、ミズガヤツリ、ヘラオモダカは2葉期まで、ウリカ
ワ、クログワイ、オモダカは発生始期まで、ヒルムシロは発生期ま
で、セリは再生前から再生始期まで、シズイは草丈3cmまで、アオ
ミドロ・藻類による表層はく離は発生前までが散布適期である。
③レンコンなどの生育を阻害するおそれがあるので、これら作物の
生育期に隣接田で使用する場合は十分注意する。

15

ウィニングランジャンボ
（ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞｿﾞﾝ5.0%）
（ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ18.0%）
（ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ1.5%）

○
※移植
のみ

- ○

①雑草の発生前～ノビエ2.5葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉期～2.5葉期）
②ホタルイ、ヘラオモダカ、ミズガヤツリは2葉期まで、ウリカ
ワ、オモダカ、クログワイは発生始期まで、ヒルムシロは発生期ま
で、セリは再生前から再生始期まで、シズイは草丈3㎝まで、アオ
ミドロ・藻類による表層はく離は発生前までが散布適期である。
③レンコンなどの生育を阻害するおそれがあるので、これら作物の
生育期に隣接田で使用する場合は十分注意する。

①移植後3日～ノビエ3葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉期～ノビエ3葉期）
②ウリカワは3葉期まで、ホタルイは3葉期まで、ヘラオモダカは3
葉期まで、ミズガヤツリは3葉期まで、ヒルムシロは発生期まで、
セリは再生始期まで、クログワイ、オモダカは発生始期まで、シズ
イは草丈3cmまで、アオミドロ・藻類による表層はく離は発生前が
本剤の散布適期である。
③れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は生育を阻害する
おそれがあるので十分注意する。

番
号

除　草　剤　名
（成　分）

登録
主　な　使　用　上　の　注　意
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藻類・
表層剥離

移植時 直播

16

エンペラー１キロ粒剤
(ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ2.0%)

(ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒﾁﾙ0.75%)
(ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ3.0%)

○
※移植
のみ

○ ○

①雑草の発生前～ノビエ3葉期に散布する。
（直播水稲は、稲出芽揃期～ノビエ3葉期）
②直播水稲で使用する場合、発芽直後の稲に対して薬害を生じるお
それがあるので、出芽が揃わない場合は、不完全葉期以降に散布す
る。
③ホタルイ、ウリカワ、ヘラオモダカは3葉期まで、ミズガヤツリ
は5葉期まで、クログワイは発生前、オモダカ、コウキヤガラは発
生始期まで、ヒルムシロは発生期まで、セリは再生期まで、ナガエ
ツルノゲイトウは再生始まで、アオミドロ・藻類による表層はく離
は発生盛期までが散布適期である。
④れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意する。

17

エンペラーフロアブル
(ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ3.7%)

(ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒﾁﾙ1.4%)
(ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ5.6%)

○
※移植
のみ

○ ○

①雑草の発生前～ノビエ3葉期に散布する。
（直播水稲は、稲出芽揃期～ノビエ3葉期）
②直播水稲で使用する場合、発芽直後の稲に対して薬害を生じるお
それがあるので、出芽が揃わない場合は、不完全葉期以降に散布す
る。
③ヘラオモダカ、エゾノサヤヌカグサは2葉期まで、ホタルイ、ウ
リカワ、ミズガヤツリは3葉期まで、オモダカ、クログワイ、コウ
キヤガラは発生始期まで、ヒルムシロは発生期まで、セリは再生期
まで、ナガエツルノゲイトウは再生始まで、アオミドロ・藻類によ
る表層はく離は発生前が使用適期である。
④れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意する。

18

エンペラージャンボ
(ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ8.0%)

(ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒﾁﾙ3.0%)
(ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ12.0%)

○ - ○

①雑草の発生前～ノビエ3葉期に散布する。
（直播水稲は、稲出芽揃期～ノビエ3葉期）
②直播水稲で使用する場合、発芽直後の稲に対して薬害を生じるお
それがあるので、出芽が揃わない場合は、不完全葉期以降に散布す
る。
③ホタルイ、ウリカワは3葉期まで、ヘラオモダカは4葉期まで、ミ
ズガヤツリは5葉期まで、オモダカ、クログワイ、コウキヤガラ、
シズイは発生始期まで、ヒルムシロは発生期まで、セリは再生期ま
で、ナガエツルノゲイトウは再生始期まで、アオミドロ・藻類によ
る表層はく離は発生前までが散布適期である。
④れんこん等の生育期に隣接田で使用する場合は十分注意する。

19

エンペラー豆つぶ２５０
(ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ8.0%)

(ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒﾁﾙ3.0%)
(ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ12.0%)

○ - ○

①雑草の発生前～ノビエ3葉期に散布する。
（直播水稲は、稲出芽揃期～ノビエ3葉期）
②直播水稲で使用する場合、発芽直後の稲に対して薬害を生じるお
それがあるので、出芽が揃わない場合は、不完全葉期以降に散布す
る。
③ホタルイ、ウリカワは3葉期まで、ヘラオモダカは4葉期まで、ミ
ズガヤツリは5葉期まで、オモダカ、クログワイ、コウキヤガラ、
シズイは発生始期まで、ヒルムシロは発生期まで、セリは再生期ま
で、ナガエツルノゲイトウは再生始期まで、アオミドロ・藻類によ
る表層はく離は発生前までが散布適期である。
④れんこん等の生育期に隣接田で使用する場合は十分注意する。

※ 20

カクシン１キロ粒剤
（ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞｿﾞﾝ2.5%）
（ｼﾞﾒｽﾙﾌｧｾﾞｯﾄ1.5%）
（ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ2.5%）

○ ○

①雑草の発生前～ノビエ3葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉期～ノビエ3葉期）
②ホタルイは3葉期まで、ウリカワは2葉期まで、ヒルムシロは発生
期まで、セリは再生期まで、オモダカはヘラ葉期まで、ミズガヤツ
リ、クログワイ、コウキヤガラ、シズイは草丈10cmまでが散布適期
である。。
③れんこん等の生育期に隣接田で使用する場合は十分注意する。

※ 21

カクシン楽粒
（ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞｿﾞﾝ10.0%）
（ｼﾞﾒｽﾙﾌｧｾﾞｯﾄ6.0%）
（ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ10.0%）

-

①雑草の発生前～ノビエ3葉期に散布する。
②ホタルイは3葉期まで、ウリカワは2葉期まで、ヒルムシロは発生
期まで、セリは再生期まで、オモダカはヘラ葉期まで、ミズガヤツ
リ、クログワイ、コウキヤガラは草丈10cmまでが処理適期である。
③れんこん等の生育期に隣接田で使用する場合は十分注意する。
④吸湿性があるので、ぬれた手で作業したり、降雨等で薬剤がぬれ
ないように注意し、開封後は早めに使用する。
⑤藻や浮草が多発している水田や、水面浮遊物が多い場合は、拡散
が不十分となり、効果が劣る可能性があるので、使用はさける。

番
号

除　草　剤　名
（成　分）

登録
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※ 22
カチドキＺ１キロ粒剤
(ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ0.9%)

(ﾌﾛｳﾋﾟﾗｳｷｼﾌｪﾝﾍﾞﾝｼﾞﾙ0.5%)
○ ○

①雑草の発生前～ノビエ3葉期に散布する。
②ホタルイ、ウリカワは2葉期まで、ミズガヤツリは草丈7cmまで、
ヒルムシロは発生期まで、セリは再生期まで、アオミドロ・藻類に
よる表層はく離は発生前、オモダカはヘラ葉期まで、クログワイ、
コウキヤガラ、シズイ、ナガエツルノゲイトウは草丈10cmまでが散
布適期である。
③れんこん等の生育期に隣接田で使用する場合は十分注意する。

23
カチドキＺ楽粒

(ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ3.6%)
(ﾌﾛｳﾋﾟﾗｳｷｼﾌｪﾝﾍﾞﾝｼﾞﾙ2.0%)

-

①移植後3日～ノビエ3葉期に散布する。
②ホタルイは3葉期まで、ウリカワは2葉期まで、ミズガヤツリは草
丈12cm まで、ヒルムシロは発生期まで、セリは再生期まで、オモ
ダカは矢尻葉1葉期まで、クログワイ、コウキヤガラは草丈10cmま
でが散布適期である。
③れんこん等の生育期に隣接田で使用する場合は十分注意する。
④吸湿性があるので、ぬれた手で作業したり、降雨等で薬剤がぬれ
ないように注意し、開封後は早めに使用する。
⑤藻や浮草が多発している水田や、水面浮遊物が多い場合は、拡散
が不十分となり、効果が劣る可能性があるので、使用はさける。

24

カチボシ１キロ粒剤５１
（ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞｿﾞﾝ2.5%)

(ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ2.0%)
(ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ0.51%)

○
※移植
のみ

○ ○

①雑草の発生前～ノビエ2.5葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉揃～ノビエ2.5葉期）
②ホタルイ、ミズガヤツリ、ウリカワは2葉期まで、クログワイ、
オモダカは発生前から発生始期まで、ヒルムシロは発生期まで、セ
リは再生前から再生始期まで、アオミドロ・藻類による表層はく離
は発生前までが散布適期である。
③れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意する。

25

カチボシＬフロアブル
（ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞｿﾞﾝ5.0%)

(ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ4.0%)
(ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ1.0%)

○ ○ ○

①雑草の発生前～ノビエ2.5葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉揃～ノビエ2.5葉期）
②ホタルイ、ミズガヤツリ、ウリカワは2葉期まで、クログワイ、
オモダカは発生前から発生始期まで、ヒルムシロは発生期まで、セ
リは再生前から再生始期まで、アオミドロ・藻類による表層はく離
は発生前が散布適期である。
③れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意する。

26

カチボシＬジャンボ
（ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞｿﾞﾝ8.3%)

(ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ6.7%)
(ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ1.7%)

○ - ○

①雑草の発生前～ノビエ2.5葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉揃～ノビエ2.5葉期）
②ホタルイ、ミズガヤツリ、ウリカワは2葉期まで（直播水稲にお
けるホタルイは３葉期まで）、クログワイ、オモダカは発生前から
発生始期まで、ヒルムシロは発生期まで、セリは再生前から再生始
期まで、アオミドロ・藻類による表層はく離は発生前までが散布適
期である。
③れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意する。
④藻や浮草が多発している水田では、拡散が不十分となり、効果の
劣る可能性があるので使用をさける。

27
ガツントＺ１キロ粒剤

（ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ2.0%）
（ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ0.9%）

○
※移植
のみ

○ ○

①雑草の発生前～ノビエ3.5葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉揃～ノビエ3葉期）
②ホタルイは4葉期まで、ウリカワは3葉期まで、ヘラオモダカは2
葉期まで、ミズガヤツリは20cmまで、ヒルムシロは発生期まで、セ
リは再生期まで、オモダカは発生始期、クログワイは発生前から発
生始期まで、コウキヤガラは発生始期まで、アオミドロ・藻類によ
る表層はく離は発生前が散布適期である。
③れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意する。

28
ガツントＺジャンボ
（ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ10.0%）

（ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ4.5%）
○ - ○

①移植後3日～ノビエ3.5葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉揃～ノビエ3葉期）
②ホタルイは5葉期まで、ヘラオモダカは2葉期まで、ウリカワは5
葉期まで、ミズガヤツリは15cmまで、ヒルムシロは発生期まで、セ
リは再生期まで、オモダカは矢じり葉2葉期まで、クログワイは
20cmまで、コウキヤガラは発生前から発生始期まで、アオミドロ･
藻類による表層はく離は発生前が散布適期である。
③れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意する。
④藻や浮き草が多発している水田では、拡散が不十分となり部分的
な薬害や効果不足を生じることがあるので使用をさける。

番
号

除　草　剤　名
（成　分）

登録
主　な　使　用　上　の　注　意
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表層剥離

移植時 直播

29
ガンガン１キロ粒剤
(ﾋﾟﾘﾐｽﾙﾌｧﾝ0.50%)
(ﾌｪﾉｷｻｽﾙﾎﾝ2.0％)

○
※移植
のみ

○ ○

①雑草の発生前～ノビエ3葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉揃～ノビエ3葉期）
②直播水稲で使用する場合、発芽直後の稲に対して薬害を生じ
るおそれがあるので、適切な覆土をおこない、稲の1葉期以降
に散布する。
③ホタルイ、ミズガヤツリ、ヘラオモダカ、ウリカワは3葉期
まで、エゾノサヤヌカグサは2葉期まで、オモダカ、クログワ
イ、コウキヤガラは発生始期まで、シズイは草丈3㎝まで、ヒ
ルムシロは発生期まで、セリは再生始期まで、アオミドロ・藻
類による表層はく離は発生前が散布適期である。
④れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意す
る。

30
ガンガンジャンボ
(ﾋﾟﾘﾐｽﾙﾌｧﾝ2.0%)
(ﾌｪﾉｷｻｽﾙﾎﾝ8.0％)

○
※移植
のみ

- ○

①移植後3日～ノビエ2.5葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉揃～ノビエ2.5葉期）
②直播水稲で使用する場合、発芽直後の稲に対して薬害を生じ
るおそれがあるので、適切な覆土をおこない、稲の1葉期以降
に散布する。
③ホタルイ、ミズガヤツリ、ウリカワ、ヘラオモダカは2葉期
まで、オモダカ、クログワイ、コウキヤガラは発生始期まで、
シズイは草丈3cmまで、ヒルムシロは発生期まで、セリは再生
始期まで、アオミドロ・藻類による表層はく離は発生前が散布
適期である。
④れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意す
る。
⑤藻類・表層はく離などの水面浮遊物が多い場合は、拡散が不
十分になり、部分的な薬害や効果不足を生じるおそれがあるた
め、使用はさける。

31
ガンガン豆つぶ２５０

(ﾋﾟﾘﾐｽﾙﾌｧﾝ2.0%)
(ﾌｪﾉｷｻｽﾙﾎﾝ8.0％)

○
※移植
のみ

- ○

①移植後3日～ノビエ2.5葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉揃～ノビエ2.5葉期）
②直播水稲で使用する場合、発芽直後の稲に対して薬害を生じ
るおそれがあるので、適切な覆土をおこない、稲の1葉期以降
に散布する。
③ホタルイ、ミズガヤツリ、ウリカワ、ヘラオモダカは2葉期
まで、オモダカ、クログワイ、コウキヤガラは発生始期まで、
シズイは草丈3cmまで、ヒルムシロは発生期まで、セリは再生
始期まで、アオミドロ・藻類による表層はく離は発生前が散布
適期である。
④れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意す
る。
⑤藻類・表層はく離などの水面浮遊物が多い場合は、拡散が不
十分になり、部分的な薬害や効果不足を生じるおそれがあるた
め、使用はさける。

32

キクトモ１キロ粒剤
（ｶﾌｪﾝｽﾄﾛｰﾙ3.0％）
（ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘﾝ0.60％）
（ﾀﾞｲﾑﾛﾝ9.0％）

（ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝ3.0％）

○ ○

①雑草の発生前～ノビエ2.5葉期に散布する。
②ホタルイ、ミズガヤツリ、ウリカワは2葉期まで、ヒルムシ
ロは発生期まで、アオミドロ・藻類による表層はく離は発生始
期までが散布適期である。
④れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意す
る。

33

サラブレッドＧＯ
１キロ粒剤

(ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ0.9%)
(ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ0.6%)
（ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ1.0%）

（ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ9.0%）

○ ○ ○

①雑草の発生前～ノビエ2.5葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉揃～ノビエ2.5葉期）
②ホタルイ、ウリカワは3葉期まで、ヘラオモダカは5葉期ま
で、ミズガヤツリは草丈15cmまで、ヒルムシロは発生期まで、
セリは再生期まで、オモダカ、コウキヤガラは発生始期まで、
クログワイは発生始期、アオミドロ・藻類による表層はく離は
発生前が散布適期である。
③れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意す
る。

34

サラブレッドＧＯ
４００ＦＧ

（ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ2.25％）
（ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ1.5％）
（ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ2.5％）

（ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ22.5％）

○ - ○

①雑草の発生前～ノビエ2.5葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉揃～ノビエ2.5葉期）
②ホタルイ、ウリカワは3葉期まで、ミズガヤツリは草丈15cm
まで、ヒルムシロは発生期まで、セリは再生期まで、オモダ
カ、コウキヤガラは発生始期まで、クログワイは発生始期、ア
オミドロ・藻類による表層はく離は発生前が散布適期である。
③れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意す
る。
④藻や浮き草が多発している水田では、拡散が不十分となり部
分的な薬害や効果不足を生じることがあるので使用をさける。

番
号

除　草　剤　名
（成　分）

登録
主　な　使　用　上　の　注　意
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藻類・
表層剥離

移植時 直播

35

サラブレッドＫＡＩ
１キロ粒剤

(ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ0.9%)
(ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ0.4%)
（ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ2.0%）

○
※移植
のみ

○ ○

①雑草の発生前～ノビエ2.5葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉揃～ノビエ2.5葉期）
②ホタルイ、ミズガヤツリ、ウリカワは2葉期まで、ヒルムシ
ロは発生期まで、セリは再生前から再生始期まで、オモダカ、
クログワイは発生前から発生始期まで、コウキヤガラは発生始
期まで、シズイは草丈3cmまで、アオミドロ･藻類による表層は
く離は発生前が散布適期である。
③れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意す
る。

36

サラブレッドＫＡＩ
フロアブル

(ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ1.7%)
(ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ0.57%)
（ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ3.8%）

○
※移植
のみ

○ ○

①雑草の発生前～ノビエ2.5葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉揃～ノビエ2.5葉期）
②ホタルイ、ウリカワ、ミズガヤツリは2葉期まで、ヒルムシ
ロは発生期まで、セリは再生前から再生始期まで、オモダカ、
クログワイは発生前から発生始期まで、コウキヤガラは発生始
期まで、アオミドロ･藻類による表層はく離は発生前が散布適
期である。
③れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意す
る。

37

サラブレッドＫＡＩ
ジャンボ

(ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ2.25%)
(ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ0.75%)
（ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ5.0%）

- ○

38

サラブレッドＫＡＩ
４００ＦＧ

(ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ2.25%)
(ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ0.75%)
（ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ5.0%）

- ○

39

ジェイソウル１キロ粒剤
（ｼｸﾛﾋﾟﾘﾓﾚｰﾄ3.0%）
（ﾋﾟﾗｿﾞﾚｰﾄ6.0%）

（ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞﾐﾄﾞ3.0%）

○
※移植
のみ

○ ○

①雑草の発生前～ノビエ2.5葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉揃～ノビエ2.5葉期）
②ホタルイ、ヘラオモダカ、ミズガヤツリ、ウリカワ、エゾノ
サヤヌカグサは2葉期まで、オモダカは発生前～発生始期ま
で、ヒルムシロは発生期まで、セリは再生前～再生始期まで、
シズイは草丈3cmまで、アオミドロ・藻類による表層はく離は
発生前までが散布適期である。
③れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意す
る。

40

ジェイソウルフロアブル
（ｼｸﾛﾋﾟﾘﾓﾚｰﾄ5.5%）
（ﾋﾟﾗｿﾞﾚｰﾄ11.0%）
（ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞﾐﾄﾞ4.5%）

○
※移植
のみ

○ ○

①雑草の発生前～ノビエ2.5葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉揃～ノビエ2.5葉期）
②ホタルイ(移植水稲)、ミズガヤツリ(移植水稲)、ウリカワ
(移植水稲)は3葉期まで、ホタルイ(直播水稲)、ミズガヤツリ
(直播水稲)、ヘラオモダカ、エゾノサヤヌカグサは2葉期ま
で、ウリカワ(直播水稲)は発生始期まで、オモダカは発生前～
発生始期まで、ヒルムシロは発生期まで、セリは再生前～再生
始期まで、シズイは草丈3cmまで、アオミドロ・藻類による表
層はく離は発生前までが散布適期である。
③れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意す
る。

41

ジェイソウルジャンボ
（ｼｸﾛﾋﾟﾘﾓﾚｰﾄ6.7%）
（ﾋﾟﾗｿﾞﾚｰﾄ13.3%）
（ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞﾐﾄﾞ6.7%）

○
※移植
のみ

- ○

①移植後1日～ノビエ2.5葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉揃～ノビエ2.5葉期）
②ヘラオモダカ(移植水稲)、ミズガヤツリ(移植水稲)は3葉期
まで、ホタルイ、ヘラオモダカ(直播水稲)、ミズガヤツリ(直
播水稲)、ウリカワ(移植水稲)、エゾノサヤヌカグサは2葉期ま
で、ウリカワ(直播水稲)は発生始期まで、オモダカは発生前～
発生始期まで、ヒルムシロは発生期まで、セリは再生前～再生
始期まで、シズイは草丈3cmまで、アオミドロ・藻類による表
層はく離は発生前までが散布適期である。
③れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意す
る。
④藻や浮草が多発している水田では、拡散が不十分となり、部
分的な薬害や効果不足を生じる可能性があるので使用をさけ
る。

番
号

除　草　剤　名
（成　分）

登録
主　な　使　用　上　の　注　意

①雑草の発生前～ノビエ2.5葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉揃～ノビエ2.5葉期）
②ホタルイ、ウリカワ、ミズガヤツリは2葉期まで、ヒルムシ
ロは発生期まで、セリは再生前から再生始期まで、オモダカ、
クログワイは発生前から発生始期まで、コウキヤガラは発生始
期までが散布適期である。
③れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意す
る。
④藻や浮き草が多発している水田では、拡散が不十分となり部
分的な薬害や効果不足を生じることがあるので使用をさける。
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藻類・
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42
シンゲキ１キロ粒剤
(ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ3.0%）
(ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞﾐﾄﾞ3.0%）

○
※移植
のみ

○ ○

①雑草の発生前～ノビエ2.5葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉揃～ノビエ2.5葉期）
②ホタルイ、ミズガヤツリ、ウリカワは2葉期まで、オモダカ、コ
ウキヤガラは発生始まで、ヒルムシロは発生期まで、セリは再生始
まで、アオミドロ・藻類による表層はく離は発生前までが散布適期
である。
③れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意する。

43
シンゲキジャンボ
(ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ12.0%）
(ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞﾐﾄﾞ12.0%）

- ○

①雑草の発生前～ノビエ2.5葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉揃～ノビエ2.5葉期）
②ホタルイ、ウリカワは2葉期まで、ヘラオモダカは1葉期まで、オ
モダカ、コウキヤガラは発生始まで、ミズガヤツリは草丈15cmま
で、ヒルムシロは発生期まで、セリは再生始までが散布適期であ
る。
③れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意する。
④藻類・表層はく離、浮き草などの水面浮遊物が多い場合は、拡散
が不十分になるおそれがあるため、使用はさける。

44

ストレングス1キロ粒剤
（ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ3.0％）
（ﾄﾘｱﾌｧﾓﾝ0.50％）

（ﾌﾛﾙﾋﾟﾗｳｷｼﾌｪﾝﾍﾞﾝｼﾞﾙ
0.45%）

○

①移植後5日～ノビエ4葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉期～ノビエ4葉期）
②マツバイは7葉期まで、ホタルイは4葉期まで、ヘラオモダカは5
葉期まで、ミズガヤツリは草丈25㎝まで、ウリカワは4葉期まで、
ヒルムシロは発生盛期まで、セリは再生期まで、クログワイは草丈
20㎝まで、オモダカは矢じり葉3葉期まで、コウキヤガラは発生始
期から草丈30㎝まで、キシュウスズメノヒエは再生茎3葉期まで、
エゾノサヤヌカグサは4葉期まで、シズイは草丈3cmまで、ナガエツ
ルノゲイトウは再生始～草丈15cmまで、ミズアオイは4葉期まで、
コナギは3葉期までが散布適期である。
③薬害を生じるおそれがあるので、後作物として、なす、たまねぎ
及びさやえんどうを栽培しない。

※ 45

ゼアス１キロ粒剤
（ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ0.4%）
（ｼﾞﾒｽﾙﾌｧｾﾞｯﾄ1.5%）

（ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ2.0%）

○ ○

①雑草の発生前～ノビエ2.5葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉揃～ノビエ2.5葉期）
②直播水稲に使用する場合は薬害をさけるため、稲1葉期以降に使
用する。
③ウリカワ、ホタルイは3葉期まで、ミズガヤツリは草丈12cmま
で、ヘラオモダカは2葉期まで、ヒルムシロは発生期まで、オモダ
カはヘラ葉期まで、クログワイ、コウキヤガラは草丈10cmまでが散
布適期である。
④れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意する。

46

セイテン１キロ粒剤
(ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ0.8%）
(ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘﾝ0.6%）
(ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ3.0%）

(ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ0.75%）

○ ○

①雑草の発生前～ノビエ2.5葉期に散布する。
②ホタルイ、ウリカワは2葉期まで、オモダカ、クログワイ、コウ
キヤガラは発生始まで、ミズガヤツリは草丈10cmまで、ヒルムシロ
は発生期まで、セリは再生期まで、アオミドロ・藻類による表層は
く離は発生前までが散布適期である。
③れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意する。

47

セイテンジャンボ
(ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ2.4%）
(ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘﾝ2.4%）

(ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ12.0%）
(ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ3.0%）

○ -

①雑草の発生前～ノビエ2.5葉期に散布する。
②ホタルイ、ウリカワは2葉期まで、ヘラオモダカは1葉期まで、オ
モダカ、クログワイ、コウキヤガラは発生始まで、ミズガヤツリは
草丈10cmまで、ヒルムシロは発生期まで、セリは再生期まで、アオ
ミドロ・藻類による表層はく離は発生前までが散布適期である。
③れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意する。
④藻類・表層はく離、浮き草などの水面浮遊物が多い場合は、拡散
が不十分になるおそれがあるため、使用はさける。
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※ 48

センメツ１キロ粒剤
（ｼﾞﾒｽﾙﾌｧｾﾞｯﾄ1.5%）

（ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ2.0%）
（ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ0.9%）

○ ○ ○

①雑草の発生前～ノビエ4葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉揃～ノビエ3.5葉期）
②直播水稲に使用する場合は薬害をさけるため、稲1葉期以降に使
用する。
③ホタルイ、ウリカワ、ヘラオモダカは4葉期まで、ミズガヤツリ
は草丈25cmまで、ヒルムシロは発生盛期まで、セリは再生期まで、
オモダカは矢じり葉1葉期まで、クログワイは草丈20cmまで、コウ
キヤガラは草丈35cmまで、アオミドロ･藻類による表層はく離は発
生始期が散布適期である。
④れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意する。

※ 49

センメツＺジャンボ
（ｼﾞﾒｽﾙﾌｧｾﾞｯﾄ7.5%）
（ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ10.0%）

（ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ4.5%）

○ - ○

①移植後3日～ノビエ4葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉揃～ノビエ3.5葉期）
②ホタルイ、ヘラオモダカ、ウリカワは4葉期まで、ミズガヤツリ
は草丈25cmまで、ヒルムシロは発生盛期まで、セリは再生期まで、
オモダカは矢じり葉2葉期まで、クログワイは草丈20cmまで、コウ
キヤガラは草丈35cmまで、シズイは草丈10cmまで、ナガエツルノゲ
イトウは再生始期、アオミドロ･藻類による表層はく離は発生前が
散布適期である。
③れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意する。
④藻や浮き草が多発している水田では、拡散が不十分となり部分的
な薬害や効果不足を生じることがあるので使用をさける。

50

ディオーレ１キロ粒剤
（ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ0.4%）
（ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ2.0%）
（ﾒﾀｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ1.0%）

○ ○

①雑草の発生前～ノビエ3葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉揃～ノビエ3葉期）
②直播水稲に使用する場合は薬害をさけるため、稲1葉期以降に使
用する。
③ウリカワ、ホタルイ、ミズガヤツリは3葉期まで、ヘラオモダカ
は2葉期まで、ヒルムシロは発生期まで、セリは再生期まで、オモ
ダカはヘラ葉期まで、クログワイ、コウキヤガラ、シズイは草丈
10cmまでが散布適期である。
④れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意する。

51

ディオーレジャンボ
（ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ1.0%）
（ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ5.0%）
（ﾒﾀｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ2.5%）

- ○

①移植後1日～ノビエ3葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉揃～ノビエ3葉期）
②直播水稲に使用する場合は薬害をさけるため、稲1葉期以降に使
用する。
③ウリカワは3葉期まで、ミズガヤツリは草丈12cmまで、ヘラオモ
ダカは2葉期まで、ホタルイは3葉期まで、ヒルムシロは発生期ま
で、セリは再生期まで、オモダカはヘラ葉期まで、クログワイ、コ
ウキヤガラ、シズイは草丈10cmまでが散布適期である。
④れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意する。
⑤藻や浮草が多発している水田では、拡散が不十分となり、効果の
劣る可能性があるので使用をさける。

52

天空1キロ粒剤
(ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝ3.0%)
（ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞﾐﾄﾞ3.0%）
（ﾒﾀｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ0.6%）

○
※移植
のみ

○ ○

①雑草の発生前～ノビエ3葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉揃～ノビエ3葉期）
②直播水稲に使用する場合は薬害をさけるため、稲1葉期以降に使
用する。
③ウリカワは2葉期まで、ホタルイ、ヘラオモダカ、ミズガヤツリ
は3葉期まで、ヒルムシロは発生期まで、セリは再生始期まで、オ
モダカはヘラ葉期まで、クログワイ、コウキヤガラ、シズイは草丈
10cmまで、アオミドロ・藻類による表層はく離は発生前が散布適期
である。
④れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意する。

53

天空ジャンボ
(ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝ10.0%)
（ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞﾐﾄﾞ10.0%）
（ﾒﾀｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ2.0%）

- ○

54

天空エアー粒剤
(ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝ10.0%)
（ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞﾐﾄﾞ10.0%）
（ﾒﾀｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ2.0%）

- ○

①移植後1日～ノビエ3葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉揃～ノビエ3葉期）
②直播水稲に使用する場合は薬害をさけるため、稲1葉期以降に使
用する。
③ホタルイ、ウリカワ、ヘラオモダカ、ミズガヤツリは3葉期ま
で、ヒルムシロは発生期まで、セリは再生始期まで、オモダカはヘ
ラ葉期まで、クログワイ、コウキヤガラ、シズイは草丈10cmまでが
散布適期である。
④れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意する。
⑤藻や浮草が多発している水田では、拡散が不十分となり、効果の
劣る可能性があるので使用をさける。

番
号

除　草　剤　名
（成　分）

登録
主　な　使　用　上　の　注　意



- 107 - 

 

 
 

〔目次に戻る〕 

藻類・
表層剥離

移植時 直播

55

トップガンＧＴ
１キロ粒剤５１

(ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒﾁﾙ0.45%)
(ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ9.0%)

(ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ0.51%)
(ﾍﾟﾝﾄｷｻｿﾞﾝ2.0%)

○
※移植
のみ

○ ○

①雑草の発生前～ノビエ3葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉揃～ノビエ3葉期）
②直播水稲に使用する場合は、発芽直後の稲に対して薬害が生
じるおそれがあるので、適切な覆土をおこない、稲の1葉期以
降に散布する。
③ホタルイ、ミズガヤツリ※、ウリカワは2葉期まで、ヒルム
シロは発生期まで、オモダカ、クログワイ、コウキヤガラは発
生始期まで、セリは再生始期まで、アオミドロ・藻類による表
層はく離は発生前が散布適期である。※移植前に生育したミズ
ガヤツリには効果が劣る。
④れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意す
る。

56

ドラゴンホークＺ
（ゼータタイガー）

１キロ粒剤
（ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ0.9%）

（ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ9%）
（ﾍﾟﾝﾄｷｻｿﾞﾝ2%）

○ ○ ○

①雑草の発生前～ノビエ3葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉揃～ノビエ3葉期）
②ホタルイ、ウリカワ、ヘラオモダカ、ミズガヤツリ※ 3葉期
まで、ヒルムシロ 発生期まで、セリ 再生前から再生始期ま
で、エゾノサヤヌカグサ 2葉期まで、オモダカ 発生始期ま
で、クログワイ 発生始期まで、コウキヤガラ 発生始期まで、
シズイ 草丈3cmまで、アオミドロ・藻類による表層はく離 発
生前が散布適期である。※移植前に生育したミズガヤツリには
効果が劣る。
③れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意す
る。

57

ドラゴンホークＺ
（ゼータタイガー）

フロアブル
（ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ1.7%）
（ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ16.8%）
（ﾍﾟﾝﾄｷｻｿﾞﾝ3.7%）

○ - ○

①移植後3日～ノビエ3葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉揃～ノビエ3葉期）
②ホタルイ3葉期まで、ウリカワ3葉期まで（直播水稲は2葉期
まで）、ヘラオモダカ3葉期まで、ミズガヤツリ4葉期まで※
（直播水稲は3葉期まで）、ヒルムシロ 発生期まで、セリ 再
生前から再生始期まで、エゾノサヤヌカグサ 2葉期まで、オモ
ダカ 発生始期まで、クログワイ 発生始期まで、コウキヤガラ
発生始期まで、シズイ 草丈3cmまで、アオミドロ・藻類による
表層はく離 発生前までが散布適期である。※移植前に生育し
たミズガヤツリには効果が劣る。
③れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意す
る。

58

ドラゴンホークＺ
（ゼータタイガー）

ジャンボ
（ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ3.0%）
（ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ30.0%）
（ﾍﾟﾝﾄｷｻｿﾞﾝ6.67%）

○ - ○

①移植後3日～ノビエ3葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉揃～ノビエ3葉期）
②ホタルイ3葉期まで、ウリカワ3葉期まで（直播水稲は2葉期
まで）、ヘラオモダカ3葉期まで、ミズガヤツリ4葉期まで※
（直播水稲は3葉期まで）、ヒルムシロ 発生期まで、セリ 再
生前から再生始期まで、エゾノサヤヌカグサ 発生始期まで、
オモダカ 発生始期まで、クログワイ 発生始期まで、コウキヤ
ガラ 発生始期まで、シズイ 草丈3cmまで、アオミドロ・藻類
による表層はく離 発生前までが散布適期である。※移植前に
生育したミズガヤツリには効果が劣る。
③れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意す
る。
④藻や浮き草が多発している水田では拡散が不十分となり、部
分的な薬害や効果不足の可能性があるので使用をさける。

59

バッチリＬＸ１キロ粒剤
(ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ0.9%)
(ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ0.4%)
(ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ9.0%)
(ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ2.0%)

○
※移植
のみ

○ ○

①雑草の発生前～ノビエ2.5葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉揃～ノビエ2.5葉期）
②ホタルイ、ミズガヤツリは3葉期まで（但し、直播水稲は2葉
期まで）、ヘラオモダカは2葉期まで、ウリカワは2葉期まで
（但し、直播水稲は発生始期まで）、ヒルムシロは発生期ま
で、セリは再生前から再生始期まで、オモダカ、クログワイは
発生前から発生始期まで、コウキヤガラは発生始期まで、シズ
イは草丈3cmまで、ナガエツルノゲイトウは再生始期、アオミ
ドロ・藻類による表層はく離は発生前が散布適期である。
③れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意す
る。

60

バッチリＬＸフロアブル
(ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ1.7%)

(ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ0.56%)
(ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ16.3%)
(ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ3.7%)

○ ○

①雑草の発生前～ノビエ2.5葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉揃～ノビエ2.5葉期）
②ミズガヤツリは3葉期まで（但し、直播水稲は2葉期まで）、
ホタルイ、ヘラオモダカ、ウリカワ、エゾノサヤヌカグサは2
葉期まで、ヒルムシロは発生期まで、セリは再生前から再生始
期まで（但し、直播水稲は発生前まで）、オモダカ、クログワ
イは発生前から発生始期まで、コウキヤガラは発生始期まで、
シズイは草丈3cmまでが散布適期である。
③れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意す
る。
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61

バッチリＬＸジャンボ
(ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ2.25%)
(ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ0.75%)
(ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ22.5%)
(ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ5.0%)

- ○

62

バッチリＬＸ ４００ＦＧ
(ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ2.25%)
(ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ0.75%)
(ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ22.5%)
(ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ5.0%)

- ○

63

ベッカク１キロ粒剤
(ﾋﾟﾘﾐｽﾙﾌｧﾝ0.5%)
(ﾌｪﾉｷｻｽﾙﾎﾝ2.0%)
(ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ3.0%)

○
※移植
のみ

○ ○

①雑草の発生前～ノビエ3葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉揃～ノビエ3葉期）
②直播水稲で使用する場合は、発芽直後の稲に対して薬害を生
じるおそれがあるので、適切な覆土をおこない散布する。
③エゾノサヤヌカグサは2葉期まで、ヘラオモダカ、ミズガヤ
ツリ、ウリカワは3葉期まで、ホタルイは4葉期まで、オモダカ
は矢尻葉1葉期まで、クログワイは草丈10㎝まで、コウキヤガ
ラは発生始期まで、シズイは草丈3㎝まで、キシュウスズメノ
ヒエは再生始期まで、ヒルムシロは発生期まで、セリは再生期
まで、アオミドロ・藻類による表層はく離は発生始期までが散
布適期である。
④れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意す
る。

64
ベルーガ1キロ粒剤

（ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒﾁﾙ0.9%）
（ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ3.0%)

○ ○ ○

①雑草の発生前～ノビエ3葉期に散布する。
（直播水稲は、播種直後（湛水散布）～ノビエ3葉期）
②ホタルイ、ヘラオモダカ、ミズガヤツリ、ウリカワは3葉期
まで、オモダカ、コウキヤガラは発生始期まで、ヒルムシロは
発生期まで、セリは再生始期まで、アオミドロ・藻類による表
層はく離は発生始期までが散布適期である。
③れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意す
る。

65

ボデーガードプロ
(カウンシルコンプリート)

ジャンボ
(ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ10.0%)
(ﾄﾘｱﾌｧﾓﾝ1.6%)

- ○

①移植後5日～ノビエ3.5葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉揃～ノビエ3葉期）
②ホタルイは3葉期まで、ヘラオモダカ、ミズガヤツリは4葉期
まで（直播水稲のミズガヤツリでは3葉期まで）、ウリカワは3
葉期まで（直播水稲では2葉期まで）、クログワイは発生始期
まで、オモダカは発生前から広線形葉2葉期まで、ヒルムシロ
は発生期まで、セリは再生前から再生始期まで、コウキヤガラ
は発生始期から草丈25㎝まで、キシュウスズメノヒエは3葉期
までが散布適期である。
③薬害が生じるおそれがあるので、後作物として、なす、たま
ねぎ及びさやえんどうを栽培しない。
④れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意す
る。
⑤藻や浮草が多発している水田では、拡散が不十分となり、効
果の劣る可能性がありますので使用をさける。

66

ヤイバ（ゴール）
１キロ粒剤

(ﾋﾟﾘﾐｽﾙﾌｧﾝ0.5%)
(ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞﾐﾄﾞ3.0%)

○ ○

①雑草の発生前～ノビエ3葉期に散布する。
②ホタルイ、ミズガヤツリ、ヘラオモダカは3葉期まで、ウリ
カワは2葉期まで、オモダカ、クログワイ、コウキヤガラは発
生始期まで、シズイは草丈3cmまで、ヒルムシロは発生期ま
で、セリは再生始期まで、アオミドロ・藻類による表層はく離
は発生前が散布適期である。
③れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意す
る。

67

ラオウ1キロ粒剤
（ﾀﾞｲﾑﾛﾝ6.0%）

（ﾌｪﾉｷｻｽﾙﾎﾝ1.5%）
（ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ2.5%)

（ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ0.75%)

○
※移植
のみ

○ ○

①雑草の発生前～ノビエ2.5葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉期～ノビエ2.5葉期）
②ホタルイ、ミズガヤツリ、ウリカワは2葉期まで、シズイは
草丈3㎝まで、オモダカ、クログワイ、コウキヤガラは発生始
まで、ヒルムシロは発生期まで、セリは再生期まで、アオミド
ロ・藻類による表層はく離は発生前までが散布適期である。
③れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意す
る。

68

ラオウフロアブル
（ﾀﾞｲﾑﾛﾝ11.3%）

（ﾌｪﾉｷｻｽﾙﾎﾝ2.8%）
（ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ4.7%)

（ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ1.4%)

○ ○

①雑草の発生前～ノビエ2.5葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉期～ノビエ2.5葉期）
②ホタルイ、ウリカワは2葉期まで、ミズガヤツリは草丈10cm
まで、シズイは草丈3cmまで、オモダカ、クログワイ、コウキ
ヤガラは発生始まで、ヒルムシロは発生期まで、セリは再生期
までが散布適期である。
③れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意す
る。

番
号

除　草　剤　名
（成　分）

登録
主　な　使　用　上　の　注　意

①雑草の発生前～ノビエ2.5葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉揃～ノビエ2.5葉期）
②ホタルイ、ヘラオモダカ、ウリカワ、ミズガヤツリは2葉期
まで、ヒルムシロは発生期まで、セリは再生前から再生始期ま
で、オモダカ、クログワイは発生前から発生始期まで、コウキ
ヤガラは発生始期まで、シズイは草丈3cmまでが散布適期であ
る。
③れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意す
る。
④藻や浮き草が多発している水田では、拡散が不十分となり部
分的な薬害や効果不足を生じることがあるので使用をさける。
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注）各薬剤の農薬登録情報は、「農薬登録情報提供システム（農林水産省）」を参照してください。

使用方法については、章末の簡易マニュアルを参照してください。 

注）各農薬の水産動物に関する注意事項については、FAMICホームページの、HOME > 農薬 > 登録・

失効農薬情報」を参照してください（アクセス方法については、巻末の使用方法参照） 

  

 

 

〔目次に戻る〕 

藻類・
表層剥離

移植時 直播

69

流星１キロ粒剤
（ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ3.0%）
（ﾍﾟﾝﾄｷｻｿﾞﾝ2.5%）
（ﾒﾀｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ1.0%）

○ ○

①雑草の発生前～ノビエ3葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉期～ノビエ3葉期）
②直播水稲に使用する場合は、薬害をさけるため稲の１葉期以
降に使用する。
③ウリカワは3葉期まで、ミズガヤツリは草丈15cmまで、ホタ
ルイは3葉期まで、ヒルムシロは発生盛期まで、セリは再生期
まで、オモダカはヘラ葉期まで、クログワイ、コウキヤガラは
草丈10cmまでが散布適期である。
④れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意す
る。

70

ルンバ楽粒
（ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ2.4％）
（ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ36.0％）
（ﾌﾛﾙﾋﾟﾗｳｷｼﾌｪﾝﾍﾞﾝｼﾞﾙ

1.8％）

-

①雑草の発生前～ノビエ2.5葉期に散布する。
②ホタルイ、ウリカワは2葉期まで、ミズガヤツリは草丈15cm
まで、ヒルムシロは発生期まで、セリは再生期まで、オモダカ
は発生始期までが処理適期である。
③れんこん等の生育期に隣接田で使用する場合は十分注意す
る。
④吸湿性があるので、ぬれた手で作業したり、降雨等で薬剤が
ぬれないように注意し、開封後は早めに使用する。
⑤藻や浮草が多発している水田や、水面浮遊物が多い場合は、
拡散が不十分となり、効果が劣る可能性があるので、使用はさ
ける。

71
ワザアリ楽粒

（ｲﾌﾟﾌﾝｶﾙﾊﾞｿﾞﾝ10%）
（ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ12%）

- ○

①雑草の発生前～ノビエ3葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉期～ノビエ3葉期）
②ホタルイ、ウリカワは３葉期まで、ミズガヤツリは草
丈20cm まで（直播水稲は草丈12cm まで）、ヒルムシロは発生
期まで、セリは再生期まで、オモダカ、クログワイは発生始期
までが処理適期である。
③れんこん等の生育期に隣接田で使用する場合は十分注意す
る。
④吸湿性があるので、ぬれた手で作業したり、降雨等で薬剤が
ぬれないように注意し、開封後は早めに使用する。
⑤藻や浮草が多発している水田や、水面浮遊物が多い場合は、
拡散が不十分となり、効果が劣る可能性があるので、使用はさ
ける。

番
号

除　草　剤　名
（成　分）

登録
主　な　使　用　上　の　注　意

https://pesticide.maff.go.jp/
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 (3) 中後期剤〔目次に戻る〕 

 

 
 

 

 

〔目次に戻る〕  

藻類・
表層剥離

直播

1
２，４－Ｄアミン塩

(2,4－PA49.5%)

①散布1～2日前に落水し、雑草を十分露出させて散布し、散布後2～3日
は落水のままにしておく。
②散布直後に降雨があると効果が劣るため、降雨前の散布はさけ、なる
べく好天気の日中を選んで散布する。
③立毛中の広葉作物に本剤がかかると薬害を生じるおそれがあるので散
布に際しては、これらの作物に飛散してかからないように注意する。

2

アトカラＳ
（セカンドショットＳ）

ジャンボＭＸ
(ｱｼﾞﾑｽﾙﾌﾛﾝ0.36%)
(ﾍﾟﾉｷｽｽﾗﾑ0.36%)
(ﾒｿﾄﾘｵﾝ2.0%)

○

①移植後14日～ノビエ3.5葉期に散布する。
（直播水稲は、稲4葉期～ノビエ4葉期）
②ホタルイ(移植水稲)は草丈10cm まで、ホタルイ(直播水稲)、ヘラオ
モダカ、ミズガヤツリ(直播水稲)、ウリカワ(直播水稲)は3葉期まで、
ウリカワ(移植水稲)は4葉期まで、ミズガヤツリ(移植水稲)は草丈15cm
まで、クログワイは草丈20cm まで、オモダカは矢じり葉3葉期まで、ヒ
ルムシロ(移植水稲)は発生盛期まで、ヒルムシロ(直播水稲)は発生期ま
で、セリは再生期まで、コウキヤガラは草丈20cm まで、キシュウスズ
メノヒエは再生茎4葉期までが散布適期である。
③れんこんなどの生育を阻害するおそれがあるので、これらの作物の生
育期にに隣接田で使用する場合は、十分に注意する。
④藻や浮草が多発している水田では、拡散が不十分となり、部分的な薬
害や効果不足を生じる可能性があるので使用をさける。

3
アトトリ１キロ粒剤
(ﾋﾟﾘﾐｽﾙﾌｧﾝ0.75%)

○

①移植後14日（稲5葉期以降）～ノビエ4葉期に散布する。
（直播水稲は、稲5葉期～、但し適用雑草はｵﾓﾀﾞｶ、ｸﾛｸﾞﾜｲのみ）
②ミズガヤツリは6葉期まで、ウリカワは4葉期まで、ヒルムシロは発生
期まで、セリは再生期まで、オモダカは発生盛期から矢尻葉3葉期ま
で、クログワイ、シズイ、コウキヤガラは草丈30㎝以下が散布適期であ
る。
③れんこんなどの生育を阻害するおそれがあるので、これらの作物の生
育期にに隣接田で使用する場合は、十分に注意する。

4

ウィードコア１キロ粒剤
（ﾌﾛﾙﾋﾟﾗｳｷｼﾌｪﾝﾍﾞﾝｼﾞﾙ

0.40%）
（ﾍﾟﾉｷｽｽﾗﾑ0.50%）

（ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝ2.0%）

○

①移植後7日～ノビエ4葉期に散布する。
（直播水稲は、稲3葉期～ノビエ4葉期）
②クログワイ、コウキヤガラ、シズイは草丈20cmまで、ホタルイは4葉
期まで、マツバイは増殖期まで、ミズガヤツリは5葉期まで。オモダカ
は草丈30cmまで、ウリカワは4葉期まで、ヘラオモダカは4葉期まで、セ
リは再生盛期まで、ヒルムシロは発生盛期まで、キシュウスズメノヒエ
は再生茎2葉期まで、ナガエツルノゲイトウは草丈15cmまで、アゼガヤ
（一年生雑草）は草丈10cmまで、ミズアオイ（一年生雑草）は心形葉2
葉期までが散布適期である。
③れんこんなどの生育を阻害するおそれがあるので、これらの作物の生
育期にに隣接田で使用する場合は、十分に注意する。

5
クリンチャー１キロ粒剤

(ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁﾙ1.8%)
○

①1㎏/10a　：移植後7日～ノビエ4葉期に散布する。
　　　　　　（直播水稲は、播種後10日～ノビエ3葉期）
　1.5㎏/10a：移植後25日～ノビエ5葉期に散布する。
　　　　　　（直播水稲は、播種後25日～ノビエ4葉期）
②広葉雑草には効果がないので、広葉雑草が混在する圃場ではそれらに
有効な剤と組み合わせて使用する。
③キシュウスズメノヒエは展開葉が水面に接する条件、アゼガヤは草丈
20cmまでに散布する。藻類または表層剥離の発生しやすい水田では、有
効な剤と組み合わせて使用する。
④散布に当っては、水の出入りを止めて湛水状態（水深3～5cm程度）で
均一に散布する。特に、ノビエ5葉期散布の場合は水深を5cmに調整す
る。
⑤漏水田（減水深2cm/日以上）では、薬害が発生する恐れがあるので、
使用しない。

6
クリンチャーＥＷ
(ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁﾙ30%)

○

①移植後20日～ノビエ6葉期に散布する。
（直播水稲は、播種後10日～ノビエ5葉期）
②展着剤を加用する。
③広葉雑草には効果がないので、広葉雑草が混在する圃場ではそれらに
有効な剤と組み合わせて使用する。
④キシュウスズメノヒエでは再生茎3～6葉期が散布の適期である。ま
た、畦畔より侵入するキシュウスズメノヒエ防除ではほふく茎1m以内の
株全体に株元まで散布する。アゼガヤには、草丈60cmまでが散布の適期
である。
⑤出来るだけ落水処理する。
⑥漏水田(減水深2cm/日以上)では使用しない。

番
号

除　草　剤　名
（成　分）

使　用　上　の　注　意
登録
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 〔目次に戻る〕 

  

藻類・
表層剥離

直播

7
クリンチャーバスＭＥ液剤

(ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁﾙ3%)
(ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝ20%)

○

①移植後15日～ノビエ5葉期に散布する。
（直播水稲は、播種後10日～ノビエ5葉期）
②薬害の恐れがあるので、展着剤は加用しない。
③ホタルイ、ウリカワ、ミズガヤツリ、ヘラオモダカでは、発生盛期か
ら増殖中期まで、オモダカでは、発生盛期（草丈5～15cm） まで、セリ
では増殖初期～盛期まで、クログワイでは、発生盛期（草丈10～20cm）
まで、コウキヤガラでは、発生盛期まで、シズイでは、草丈5cm程度ま
で、キシュウスズメノヒエでは、再生茎3～6葉期までが散布適期であ
る。畦畔より侵入するキシュウスズメノヒエでは、ほふく茎1m以内の株
全体に散布する。
④移植水稲では、散布する前に落水状態にして水の出入りを止め、撒き
むらのないように均一に散布する。散布後少なくとも3日間（浅水処理
は5日間）はそのままの状態を保ち、入水、落水、かけ流しはしない。
⑤処理後2日以内に降雨があると効果が不十分になる恐れがあるので、
晴天の持続する時を選んで使用する。
⑥漏水田(減水深2cm/日以上)では使用しない。
⑦薬害の恐れがあるため、重複散布や軟弱稲への散布を避ける。特に乾
田直播水稲に使用する場合は注意する。
⑧乾燥が続いた条件では除草効果が低下する場合がある。特に乾田直播
水稲に使用する場合は注意する。

8

ツイゲキ１キロ粒剤
（ｼﾒﾄﾘﾝ3.0%）

（ﾋﾟﾘﾐｽﾙﾌｧﾝ0.75%）
（ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ2.5%）

○
※移植の

み
○

①移植後14日（稲5葉期以降）～ノビエ4葉期に散布する。
（直播水稲は、稲5葉期～ノビエ4葉期）
②ヘラオモダカはヘラ葉1葉期まで、ホタルイは草丈20cmまで、ミズガ
ヤツリ、ウリカワは5葉期まで、クログワイ、シズイ、コウキヤガラは
草丈30cmまで、オモダカは矢尻葉4葉期まで、キシュウスズメノヒエは
再生茎4葉期まで、エゾノサヤヌカグサは4葉期まで、アオミドロ・藻類
による表層はく離は発生初期まで、ヒルムシロは発生盛期まで、セリは
増殖期までが散布適期である。
③直播水稲に使用する場合は、発芽直後の稲に対して薬害を生じるおそ
れがあるので、適切な覆土をおこない、稲の５葉期以降に散布する。
④れんこんなどの生育を阻害するおそれがあるので、これらの作物の生
育期にに隣接田で使用する場合は、十分に注意する。

9
トドメMF１キロ粒剤
（ﾒﾀﾐﾎｯﾌﾟ1.35％）

○

①移植後14日～ノビエ5葉期に散布する。
（直播水稲は、稲3.5葉期～ノビエ4葉期）
②広葉雑草には効果がないので、広葉雑草が混在する圃場ではそれらに
有効な剤と組み合わせて使用する。
③キシュウスズメノヒエは再生茎5葉期まで、アゼガヤ（一年生雑草）
は草丈20cmまでが散布適期である。
④藻類又は表層剥離の発生しやすい水田では、有効な剤と組み合わせて
使用する。

※ 10

ノブレクト乳剤
（ﾌﾛﾙﾋﾟﾗｳｷｼﾌｪﾝﾍﾞﾝｼﾞﾙ

2.1%）
（ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁﾙ10.6%）

○

①移植後20日～ノビエ5葉期に散布する。
（直播水稲は、稲3葉期～ノビエ5葉期）
②マツバイは発生期、ミズガヤツリは草丈30㎝まで、ウリカワは6葉期
まで、セリは増殖期までが散布適期である。
③ホタルイ、クログワイ、コウキヤガラには効果が低いので、それら雑
草が混在するほ場ではそれらに有効な剤と組み合わせて使用する。
④土壌水分が少ないと効果が十分に発揮されないことがあるため、乾田
または落水状態で散布する際は早め（3日以内）に入水する。
⑤薬害のおそれがあるので重複散布をさける。
⑥幼穂形成期以降の散布では葉先の黄化や止葉の下垂が見られる場合が
あるが、収量への影響は認められていない。
⑦れんこんなどの生育を阻害するおそれがあるので、これらの作物の生
育期に隣接田で使用する場合は、十分注意する。

11

ハイカット１キロ粒剤
(ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘﾝ1.0%)

(ﾊﾛｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ0.9%)
(ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁﾙ1.8%)
(ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝ2.0%)

○
※移植の

み
○

①移植後15日～ノビエ3.5葉期に散布する。
（直播水稲は、稲3葉期～ノビエ3.5葉期）
②ホタルイ、ウリカワ、ミズガヤツリは4葉期まで、ヘラオモダカは3葉
期まで、ヒルムシロは発生期まで、セリは再生始期まで、オモダカは矢
じり葉3葉期まで、キシュウスズメノヒエは3葉期まで、クログワイ、コ
ウキヤガラ、シズイは草丈30cmまで、また、イボクサ(一年生雑草)は茎
長20cmまで、クサネム(一年生雑草)は草丈20cmまで、アオミドロ・藻類
による表層はく離は発生始期までが散布適期である。
③れんこんなどの生育を阻害するおそれがあるので、これらの作物の生
育期に隣接田で使用する場合には十分注意する。

番
号

除　草　剤　名
（成　分）

登録
使　用　上　の　注　意
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 〔目次に戻る〕 

 

 

藻類・
表層剥離

直播

12
バサグラン粒剤

(ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝﾅﾄﾘｳﾑ塩11%)
○

①移植後15日～散布する。（直播水稲は、稲3葉期～）
②イネ科雑草には効果が劣るので、多年生雑草および一年生広葉雑草の
防除を目的として使用する。
③ホタルイ、ウリカワ、ミズガヤツリ、ヘラオモダカでは発生盛期から
増殖中期、オモダカでは発生盛期から発生揃期まで、クログワイでは草
丈15cm以下、エゾノサヤヌカグサは1～4葉期、シズイでは草丈10～30cm
が散布適期である。
④水の移動に伴う移行性が大きく、水深が浅いほど効果が安定するた
め、落水処理とし、土壌が十分湿っている状態のときに散布する。完全
落水できない場合は、雑草を露出させてから散布する。
⑤処理後2日以内に降雨があると効果が不十分になるおそれがあるの
で、晴天の持続する時を選んで使用する。散布後は入水せずに止水の状
態を保ち、降雨があってもそのままにして落水しない。
④砂質土壌や漏水田(減水深2cm/日以上)では使用しない。

13
バサグラン液剤

(ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝﾅﾄﾘｳﾑ塩40%)
○

①移植後15日～散布する。（直播水稲は、播種後35日～）
②イネ科雑草には効果が劣るので、多年生雑草および一年生広葉雑草の
防除を目的として使用する。
③ホタルイ、ウリカワ、ミズガヤツリ、ヘラオモダカでは発生盛期から
増殖中期、オモダカでは発生盛期から増殖初期まで、クログワイでは草
丈15～30cm、エゾノサヤヌカグサでは1～4葉期、シズイでは草丈10～
30cm、コウキヤガラでは増殖期、クサネムでは本葉展開期が散布適期で
ある。
④水の移動に伴う移行性が大きく、水深が浅いほど効果が安定するた
め、落水処理とし、土壌が十分湿っている状態のときに散布する。完全
落水できない場合は、雑草を露出させてから散布する。
⑤処理後2日以内に降雨があると効果が不十分になるおそれがあるの
で、晴天の持続する時を選んで使用する。散布後は入水せずに止水の状
態を保ち、降雨があってもそのままにして落水しない。
④砂質土壌や漏水田(減水深2cm/日以上)では使用しない。

14
ヒエクリーン１キロ粒剤

(ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒﾁﾙ1.2%)
○

①移植後15日～ノビエ4葉期に散布する。
（直播水稲は、雑草発生前～ノビエ4葉期）
②直播水稲で使用する場合、稲の出芽後から3葉期未満では薬害を生じ
るおそれがあるので使用しない。
③広葉、カヤツリ科雑草が混在する圃場では、それらに有効な剤と組み
合わせて使用する。

15

ヒエクリーンバサグラン粒
剤

(ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒﾁﾙ0.4%)
(ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝ11.0%)

○

①移植後15日～ノビエ4葉期に散布する。
（直播水稲は、稲3葉期～ノビエ4葉期）
②ホタルイ、ミズガヤツリ、ヘラオモダカ、ウリカワは4葉期まで、オ
モダカは矢尻葉抽出期まで、クログワイは草丈15cm前後、シズイは草丈
30cmまでが散布適期である。
③水の移動に伴う移行性が大きいため、散布の際は水の出入りを止めて
ごく浅水状態（雑草が水面上に出る状態）にして田面に均一に散布す
る。深水にすると効果が劣るので注意する。
④処理2日以内に降雨があると効果が不十分になるおそれがあるため、
降雨のない時期を選んで散布する。降雨があっても落水せずそのままの
状態を保つ。

16

レブラス１キロ粒剤
(ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘﾝ1.0%)
(ﾀﾞｲﾑﾛﾝ10.0%)
(ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ3.0%)
(ﾒﾀｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ1.2%)

○

①移植後14日～ノビエ4葉期に散布する。
（直播水稲は、稲2葉期～ノビエ4葉期）
②ホタルイは花茎20cmまで、ヘラオモダカ、ウリカワ、ミズガヤツリは
4葉期まで、ヒルムシロは生育期まで、セリは再生期まで、オモダカは
矢じり葉3葉期まで、クログワイ、コウキヤガラは草丈30cmまで、シズ
イは草丈20cmまでが散布適期である。
③れんこんなどの生育を阻害するおそれがあるので、これらの作物の生
育期に隣接田で使用する場合には十分注意する。

17

レブラスジャンボ
(ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘﾝ2.5%)
(ﾀﾞｲﾑﾛﾝ25.0%)
(ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ7.5%)
(ﾒﾀｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ3.0%)

○

①移植後14日～ノビエ4葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉期～ノビエ4葉期）
②ホタルイは花茎 20cm まで、ヘラオモダカは 4 葉期まで、ウリカワ
は 3 葉期まで、ミズガヤツリは 5 葉期まで、ヒルムシロは発生盛期ま
で、セリは再生期まで、オモダカは矢尻葉 3 葉期まで、クログワイ、
コウキヤガラ、シズイは草丈 30cmまでが散布適期である。
③れんこんなどの生育を阻害するおそれがあるので、これらの作物の生
育期に隣接田で使用する場合には十分注意する。
④藻や浮草が多発している水田では、拡散が不十分となり、効果の劣る
可能性があるので使用をさける。
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注）各薬剤の農薬登録情報は、「農薬登録情報提供システム（農林水産省）」を参照してください。

使用方法については、章末の簡易マニュアルを参照してください。 

注）各農薬の水産動物に関する注意事項については、FAMICホームページの、HOME > 農薬 > 登録・

失効農薬情報」を参照してください（アクセス方法については、巻末の使用方法参照）。 
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藻類・
表層剥離

直播

18
ロイヤント乳剤

(ﾌﾛﾙﾋﾟﾗｳｷｼﾌｪﾝﾍﾞﾝｼﾞﾙ2.7%)
○

①移植後20日～ノビエ5葉期に散布する。
（直播水稲は、稲3葉期～ノビエ5葉期）
②ミズガヤツリは草丈25cmまで、ウリカワは6葉期まで、セリは増殖期まで、
オモダカは矢じり葉3葉期まで、また、エゾノサヤヌカグサは3葉期まで、シ
ズイは草丈30cmまで、ナガエツルノゲイトウは草丈60cmまで、また、一年生
雑草のアゼガヤは草丈30cmまで、オオクサキビは5葉期までが散布適期であ
る。
③ホタルイ、クログワイ、コウキヤガラには効果が低いので、それら雑草が
混在するほ場ではそれらに有効な剤と組み合わせて使用する。
④土壌水分が少ないと効果が十分に発揮されないことがあるため、乾田また
は落水状態で散布する際は早め（3日以内）に入水する。
⑤薬害のおそれがあるので重複散布をさける。
⑥幼穂形成期以降の散布では葉先の黄化や止葉の下垂が見られる場合がある
が、収量への影響は認められていない。
⑦れんこんなどの生育を阻害するおそれがあるので、これらの作物の生育期
に隣接田で使用する場合は、十分注意する。

19
ワイドアタックＳＣ

(ﾍﾟﾉｷｽｽﾗﾑ3.6%)
○

①移植後20日（稲5葉期以降）～ノビエ6葉期に散布する。
（直播水稲は、稲3葉期～ノビエ5葉期）
　イネの出穂時の散布は薬害のおそれがあるので、使用しない。
②ホタルイは花茎抽出始まで、ウリカワ、ミズガヤツリ、ヘラオモダカは4～
6葉期まで、ヒルムシロ、セリは生育期まで、クログワイは草丈20～30cmま
で、オモダカは草丈30cmまで、シズイは草丈10cmまで、コウキヤガラは草丈
20cmまで、クサネム（一年生雑草）は草丈20cmまで、ミズアオイ（一年生雑
草）は3～4葉期までが散布適期である。
③散布前に容器をよく振って使用する。薬害のおそれがあるので展着剤は添
加しない。
④落水後処理する。少なくとも2日間はそのままの状態を保ち、入水、落水、
かけ流しは行わない。
⑤処理後1日以内に降雨があると効果が不十分になるおそれがあるので、晴天
の持続する時を選んで使用する。
⑥れんこん等の隣接田で使用する場合は十分に注意する。
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(5) その他剤〔目次に戻る〕 

 

  

 

〔目次に戻る〕 

 

 

藻類・
表層剥離

移植時 直播

1
モゲトン粒剤

(ACN9%)
○ ○ ①養魚池のある水系では、使用しない。

2
ピラクロン１キロ粒剤

(ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ1.8%)

○
※移植
のみ

○ ○

【初期剤】
①雑草発生前～始期に散布する。
②ホタルイ、ヘラオモダカ、ウリカワでは発生始期まで、ヒルムシ
ロでは発生期まで、オモダカでは発生前から発生始期、クサネムで
は本葉1葉期まで、クログワイ、コウキヤガラでは発生前、ナガエ
ツルノゲイトウは再生始期、アオミドロ・藻類による表層はく離で
は発生前が散布適期である。
③れんこんなどの生育を阻害するおそれがあるので、これらの作物
の生育期に隣接田で使用する場合は、十分注意する。
④直播水稲で稲出芽前に使用する場合は、できるだけ落水状態にし
て散布し、確実に出芽が確認できるまでは入水しない。稲出芽時に
湛水状態になると苗立ち数の低下を生じる場合があるので注意す
る。稲出芽始期以降は湛水状態で散布する。表面は種（鉄コーティ
ング等）では、薬害を生じるので土中は種で使用しる。

3

ウィナー１キロ粒剤５１
（ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞｿﾞﾝ2.5%）

（ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ9.0%）
（ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ0.51%）

○ ○ ○

【初中期一発剤】
①雑草の発生前～ノビエ2.5葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉期～ノビエ2.5葉期）
②ホタルイ、ミズガヤツリ、ウリカワは2葉期まで、オモダカ、ク
ログワイは発生始期まで、ヒルムシロは発生期まで、セリは再生前
から再生始期までが散布適期である。
③れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意する。

4

ウィナーＬフロアブル
（ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞｿﾞﾝ5.0%）
（ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ18.0%）
（ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ1.0%）

○ ○ ○

【初中期一発剤】
①雑草の発生前～ノビエ2.5葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉期～ノビエ2.5葉期）
②ホタルイ、ミズガヤツリ※、ウリカワは２葉期まで、ヘラオモダ
カ、オモダカ、クログワイは発生始期まで、ヒルムシロは発生期ま
で、セリは再生前から再生始期まで、アオミドロ・藻類による表層
はく離は発生前が散布適期である。※移植前に生育したミズガヤツ
リには効果が劣るので、物理的防除方法などを用いて移植前に防除
してから使用する。
③れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意する。

5

シリウスエグザ１キロ粒剤
(ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ0.4%)
(ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ2.0%)

(ﾋﾟﾗｿﾞｽﾙﾌﾛﾝｴﾁﾙ0.3%)
(ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝ2.0%)

○
※移植
のみ

○ ○

【初中期一発剤】
①雑草の発生前～ノビエ2.5葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉期～ノビエ2.5葉期）
②れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意する。

6

シンズイＺ１キロ粒剤
（ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ0.80%）
（ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ3.0%）

（ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ0.90%）
（ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ9.0%）

○
※移植
のみ

○ ○

【初中期一発剤】
①雑草の発生前～ノビエ4葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉期～ノビエ3.5葉期）
②ヘラオモダカ、ウリカワは3葉期まで、ホタルイは4葉期まで、オ
モダカは矢尻葉1葉期まで、クログワイ、ミズガヤツリは草丈10cm
まで、コウキヤガラは発生始期まで、ヒルムシロは発生盛期まで、
セリは再生期まで、アオミドロ・藻類による表層はく離は発生前ま
でが散布適期である。
③れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意する。

7

シンズイＺフロアブル
（ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ1.1%）
（ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ5.4%）

（ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ1.6%）
（ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ16.1%）

○
※移植
のみ

○

【初中期一発剤】
①移植後3日～ノビエ4葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉期～ノビエ3.5葉期）
②エゾノサヤヌカグサは2葉期まで、ヘラオモダカ、ウリカワは3葉
期まで、ホタルイは4葉期まで、オモダカは矢尻葉1葉期まで、クロ
グワイ、ミズガヤツリは草丈10cmまで、コウキヤガラは発生始期ま
で、ヒルムシロは発生盛期まで、セリは再生期まで、アオミドロ・
藻類による表層はく離は発生前までが散布適期である。
③れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意する。

番
号

除　草　剤　名
（成　分）

登録
主　な　使　用　上　の　注　意
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注）各薬剤の農薬登録情報は、「農薬登録情報提供システム（農林水産省）」を参照してください。

使用方法については、章末の簡易マニュアルを参照してください。 

注）各農薬の水産動物に関する注意事項については、FAMICホームページの、HOME > 農薬 > 登録・

失効農薬情報」を参照してください（アクセス方法については、巻末の使用方法参照）。 

 

 

 〔目次に戻る〕 

 

 

 

 

 

 

 

藻類・
表層剥離

移植時 直播

8

バッチリ１キロ粒剤
(ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ0.9%)
(ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ9.0%)
(ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ2.0%)

○
※移植
のみ

○ ○

【初中期一発剤】
①雑草の発生前～ノビエ2.5葉期に散布する。
（直播水稲は、稲出芽始期～ノビエ2.5葉期）
②ホタルイ、ウリカワ、ヘラオモダカは2葉期まで、ミズガヤツリ
は2葉期まで（ただし、直播水稲栽培は1葉期まで）、ヒルムシロは
発生期まで、セリは再生前から再生始期まで、オモダカ、クログワ
イ、コウキヤガラは発生始期まで、シズイは草丈3cmまで、アオミ
ドロ・藻類による表層はく離は発生前が散布適期である。
③れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意する。

9

バッチリフロアブル
(ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ1.7%)
(ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ16.3%)
(ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ3.7%)

○
※移植
のみ

○ ○

【初中期一発剤】
①雑草の発生前～ノビエ2.5葉期に散布する。
（直播水稲は、稲出芽始期～ノビエ2.5葉期）
②ホタルイ、ミズガヤツリ、ヘラオモダカ、ウリカワは2葉期ま
で、ヒルムシロは発生期まで、セリは再生前から再生始期まで、オ
モダカ、クログワイ、コウキヤガラは発生始期まで、シズイは草丈
3cmまで、アオミドロ・藻類による表層はく離は発生前が散布適期
である。
③れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意する。

10

バッチリジャンボ
(ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ5.0%)

(ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ2.25%)
(ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ22.5%)

○
※移植
のみ

- ○

【初中期一発剤】
①雑草の発生前～ノビエ2.5葉期に散布する。
（直播水稲は、稲1葉期～ノビエ2.5葉期）
②ホタルイ、ヘラオモダカ、ミズガヤツリは2葉期まで、ウリカワ
は2葉期まで（ただし、直播水稲栽培は発生始期まで）、ヒルムシ
ロは発生期まで、セリは再生前から再生始期、オモダカ、クログワ
イ、コウキヤガラは発生始期まで、シズイは草丈3cmまで、アオミ
ドロ・藻類による表層はく離は発生前が散布適期である。
③藻や浮き草が多発している水田では、拡散が不十分となり部分的
な薬害や効果不足を生じることがあるので使用をさける。
④れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意する。

11

ワイドアタックＤ１キロ粒剤
/フォローアップ1キロ粒剤

(ﾀﾞｲﾑﾛﾝ10.0%)
(ﾍﾟﾉｷｽｽﾗﾑ0.6%)

○

【中後期剤】
①移植後15日（稲4葉期以降）～ノビエ5葉期に散布する。
（直播水稲は、稲3葉期～ノビエ5葉期）
②ホタルイ [移植水稲] 5葉期まで、[直播水稲] 4葉期まで
ミズガヤツリ [移植水稲] 5葉期まで、[直播水稲] 3葉期まで
ウリカワ [移植水稲] 6葉期まで [直播水稲] 3葉期まで
ヘラオモダカ 4葉期まで
クログワイ 草丈30cmまで
オモダカ 草丈30cm（発生盛期～矢じり葉抽出期）まで
コウキヤガラ 草丈15cmまで
ヒルムシロ [移植水稲] 生育期まで、[直播水稲] 発生期まで
セリ [移植水稲] 生育期まで、[直播水稲] 再生前～再生始期まで
シズイ 草丈10cmまで
③れんこんなどの生育期に隣接田で使用する場合は十分注意する。

番
号

除　草　剤　名
（成　分）

登録
主　な　使　用　上　の　注　意

https://pesticide.maff.go.jp/
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２）直播栽培〔目次に戻る〕 

 

 

注）各薬剤の農薬登録情報は、「農薬登録情報提供システム（農林水産省）」を参照してください。

使用方法については、章末の簡易マニュアルを参照してください。 

注）各農薬の水産動物に関する注意事項については、FAMICホームページの、HOME > 農薬 > 登録・

失効農薬情報」を参照してください（アクセス方法については、巻末の使用方法参照）。 

 

〔目次に戻る〕 

 

番
号

除　草　剤　名
（成　分）

使　用　上　の　注　意

1

キックバイ１キロ粒剤
(ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ0.9%)
(ｴﾄﾍﾞﾝｻﾞﾆﾄﾞ15%)
(ﾀﾞｲﾑﾛﾝ15%)

①湛水状態で均一に散布し、3～4日間は通常の湛水状態を保ち、7日間は
落水、かけ流しはしない。
②本剤は、その殺草特性からいぐさ、レンコン等の生育を阻害する恐れが
あるので、生育期に隣接田で使用する場合は十分注意する。特に早期水稲
で使用する場合は、萌芽期と重なるため使用しない。
③コウキヤガラの防除は有効な他剤との組合せで使用する。

2
サターンバアロ乳剤

(ﾍﾞﾝﾁｵｶｰﾌﾞ50%)
(ﾌﾟﾛﾒﾄﾘﾝ5%)

①覆土は2～3cmとし、鎮圧後散布
②生育期に散布すると薬害の危険があるので絶対に使用しない。
③出芽直前に散布し滞水する場合は薬害の危険があるので、降雨が予想さ
れる場合には播種後早い時期に散布する。

3

サンバード粒剤
(ﾋﾟﾗｿﾞﾚｰﾄ10%)

①湛水状態で均一に散布し、できるだけ長い期間、少なくとも5日間以
上、湛水状態を保ち、7日間は落水、かけ流しはしない。
②水が切れると効果が低下するので、田面の露出をさける。
③散布後の落水、かけ流しは絶対避ける。
④雑草の発生前～始期にかけて処理すると効果が高い。

4

バサグラン液剤
(ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝ40%)

①落水処理で、土壌が十分湿っている状態のときに散布。
②完全落水できない場合は、雑草を露出させてから散布する。
③散布後は入水せずに止水の状態を保ち、降雨があってもそのままにして
落水しない。

5

モゲトン粒剤
(CAN9.0%)

①養魚池のある水系では、使用しない。

https://pesticide.maff.go.jp/
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〔Ⅱ〕 栽培別除草剤使用上の一般的留意事項〔目次に戻る〕 

 

１．除草剤使用上の共通的注意事項〔目次に戻る〕 

(1) 健苗を育成し、本田での移植精度を高くする。 

(2) 軟弱徒長苗の場合は移植後の使用を避け、水稲が健全な状態になってから使用する。 

(3) 生ワラ等有機物多用田では、代かき精度を高めるとともに田面の均平化をはかる。 

(4) 湛水深は３～４cm(ジャンボ剤等では５～６cm)で均一に散布し、その後７日間以上の止 

水管理を遵守する。 

 

２．移植栽培（主として稚苗）〔目次に戻る〕 

(1) 田面が不均一で深水となるところは、水稲が軟弱徒長な生育となっていて、薬害を受け

やすいので、後日生育が正常になってから散布する方がよい。 

 (2) ２．４－Ｄなどのホルモン型茎葉処理剤の散布は、水稲の幼穂形成始期以前までに散布

し、水稲体への薬液附着が少ないように株間中心に散布する。 

(3) 常襲的な浸冠水田では、葉鞘褐変や分げつ抑制などの薬害症状が強く出る除草剤は使用

しない。 

 

３．直播栽培における雑草防止の留意事項〔目次に戻る〕 

(1) 直播栽培では水稲への薬害が懸念されるため、播種前後の時期には特に薬害の少ない除

草剤を使用する。 

 (2) 湛水直播では播種直後にピラゾレートを散布すると除草効果が高い。 

(3) 湛水直播では登録除草剤の使用時期が移植栽培に比べて短いので、散布時期を逸しない

ように気を付ける。 

(4) 乾田直播では播種後出芽前（雑草発生前）までのなるべく早い時期に除草剤を散布した

方がより除草効果は高い。 

(5) 乾田直播においては播種から入水までの期間が長くなる場合は、その間に雑草の生育が

進むため、乾田状態で茎葉処理剤を散布する。 

(6) 乾田直播において入水後の除草剤は、日減水深が 2cm 以下となってから散布した方が望

ましい。特にシメトリン系除草剤については散布前後の気象条件と漏水に注意する必要が

ある（28℃以上の高温あるいは 15～16℃以下の持続的な低温、減水深 2cm/日以上により薬

害を生じ易い）。 
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４．優占草種と除草剤使用体系について〔目次に戻る〕 

現在、本県における雑草の草種別発生面積は１年生イネ科及び広葉雑草が多い。近年、ア

ゼガヤ、コナギ、ホタルイ、コウキヤガラ、藻類などが増加しつつある。 

そこで、これらの雑草の防除にあたっては、それぞれの地区内、個々の水田雑草の草種が

何れであるかということを十分把握して、除草剤の使用体系や設計を樹立することが必要で

ある。また、発生時期や発生の多少もよく把握した上で除草剤の効果的な使用に心掛け、必

要以上の除草剤使用は避ける。 

 

５．平年における佐賀県平坦での除草剤処理時期と雑草発生状態〔目次に戻る〕 

 

注）発生時期は高温や浅水で早くなる。 

 

６．水稲除草剤の田植え同時処理について〔目次に戻る〕 

  近年、省力技術として、水稲除草剤の田植え同時除草剤処理（以下、田植え同時処理）が 

 普及している。しかし、田植え同時処理での適切な使用ができていないために、水稲への薬

害事例の報告が急増している。そこで、田植え同時処理における主な留意点を紹介する。 

(1)田植同時処理の登録があり、使用する地域で効果、薬害発生の有無の確認を行い、機械適性

を有した剤を選定する。 

(2)同じ目盛りでも、剤の形状、粒形、比重によって散布量が変わるので、処理前に散布量の調

整を必ず行い、適正量が散布されるようにする。 

(3)植付け後の土の戻りが悪いほ場では田植同時処理は行わない。 

(4)代かきは丁寧に行い、均平度を保つ。 

(5)田植えはヒタヒタ水の状態で行う。 

(6)田植え（散布）終了後は通常の湛水深（3～5cm）まで速やかに入水する。 

(7)浅植えや浮き苗がないよう適正な植え付け深度を保つ。（浅植え、浮き苗は薬害が発生しや

すい） 

(8)不整形なほ場では、田植機が何度も入る部分があるため、重複散布とならないよう注意する。 

(9)雨の中で粒剤による田植同時処理を行う場合は、カバーをかけるなど、散布機に水が入らな

いよう注意する。 

処理時期 水　稲 ノビエ
カヤツリ
グ　　サ

コナギ
一年生
広　葉

ホタルイ
ク　ロ
グワイ

セ　リ

－4日 代かき 発生前 発生前 発生前 発生前 発生前 発生前 切　断

±0日 2.5L 発生前 発生前 発生前 発生前 発生前 発生前 活　着

＋3日 2.9L 0.3L 発生前 発生前 発生前 発生前 発生前 0.5L

＋5日 3.3L 0.5L 発生始 0.3L 0.3L 0.3L 発生始 1.0L

＋7日 3.7L 1.0L 0.3L 0.5L 0.5L 0.5L 0.3L 1.5L

＋10日 4.2L 1.5L 0.5L 1.0L 1.0L 1.0L 0.5L 2.0L

＋13日 5.5L 2.0L 1.0L 1.5L 1.5L 1.5L 1.0L 2.5L

＋15日 5.9L 2.5L 1.5L 2.0L 2.0L 2.0L 1.5L 3.0L

（佐賀試セ）
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〔Ⅲ〕 各除草剤の薬害症状〔目次に戻る〕 

 

〔目次に戻る〕 

 

ﾉﾋﾞｴ
ｶﾔﾂﾘ
ｸﾞｻ

ｺﾅｷﾞ
その
他広
葉

ﾎﾀﾙｲ ｳﾘｶﾜ
ｸﾛｸﾞﾜ

ｲ

MCPB 4
ロール葉
生育抑制

× 〇 〇 〇 ◎ 〇 － 長 小 中
低温条件が数日続く
とき

アジムスルフロ
ン

2 生育抑制 △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 長 中 小

イプフェンカル
バゾン

15 生育抑制 ◎ ◎
○～
◎

○ ○ × × 極長 極小 小

イマゾスルフロ
ン

2 生育抑制 △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 長 小 小

エトキシスルフ
ロン

2 生育抑制 × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × 長 中 小

エトベンザニド 0
発芽後

生育阻害
◎ × △ × × × × 長 小 小

オキサジクロメ
ホン

0 生育抑制 ◎ ◎ 〇 〇 × × ー 極長 小 小

カフェンスト
ロール

15 生育抑制 ◎ ◎
○～
◎

○
△～
○

× × 長 極長 小～中

キノクラミン
(ACN)

0
褐変

生育抑制
× × × × × 〇 × 短 小 小

クロメプロップ 4 ロール葉 × ◎ ◎ ◎ ◎ ○ － 長 中 小
低温条件が数日続く
とき

シクロピリモ
レート

33 白化 △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － 長 極小 小

シハロホップブ
チル

1
黄化､生育停止

枯死
◎ × × × × × × 短 小 小

ジメタメトリン 5
生育抑制
下葉枯れ

△ ◎ ◎ ◎ ○ △ － 長 小 小～中
高温条件、低温から
高温への急激な温度
変化

シメトリン 5
葉先枯れ
生育抑制

○ ○ ◎ ◎ △ △ － 中～長 小 中
高温条件、低温から
高温への急激な温度
変化

ダイムロン 0 ー × ◎ × × ◎ × ○ 長 小 小

テニルクロール 15
発芽抑制
生育抑制

◎ ◎ ○ ○ ○ × × 長 小 小

テフリルトリオ
ン

27 白化 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ 長 中 小

トリアファモン 2 生育抑制 ◎ ◎ × × ◎ ◎ ◎ 極長
極小～

小
小

ハロスルフロン
エチル

2 生育阻害
△～
○

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 長 中 小

成分名
HRAC
ｺｰﾄﾞ

薬害症状

雑草スペクトラム
(極大◎>大〇＞中△＞小×、不明ー）

持続
効果

土壌中
の

移動性

温度の
影響

発生要因
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〔目次に戻る〕 

 

ﾉﾋﾞｴ
ｶﾔﾂﾘ
ｸﾞｻ

ｺﾅｷﾞ
その
他広
葉

ﾎﾀﾙｲ ｳﾘｶﾜ
ｸﾛｸﾞﾜ

ｲ

ピラクロニル 14
葉鞘褐変
生育抑制

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ 長 極小 小

ピラゾスルフロ
ンエチル

2
発芽・生育抑

制
△～
○

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 長 中 小

ピラゾレート 27 白化 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ － 長 小～中 中 著しい高温条件

ピリフタリド 2 生育抑制 ◎ ○ ×
○～
◎

△ × － 長 極小 小

ピリミスルファ
ン

2 生育抑制 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 長 中 小

ピリミノバック
メチル

2 生育抑制 ◎ × × × × ○ × 長 中 小

フェノキサスル
ホン

15 生育抑制 ◎ ◎ ◎ ○
△～
○

× × 極長 小 小

フェンキノトリ
オン

27
白化，

生育抑制
× ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － 極長 小～中 小

フェントラザミ
ド

15
発芽､

生育抑制
◎ ◎ ◎ ◎ △ △ × 長 極小 小

ブタクロール 15 生育抑制 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ × × 長 小 小
極端な高温時、温度
の急激な変化

フルセトスルフ
ロン

2 生育抑制 ◎ ○ ◎ △ △ ○ △ 長 中 小

プレチラクロー
ル

15 発芽,生育抑制 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ × － 中～長 小 小
極端な高温時、温度
の急激な変化

フロルピラウキ
シフェンベンジ
ル

4
ロール葉,生育

抑制
○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ △ 長 極小 小

プロピリスルフ
ロン

2 生育抑制 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 極長 極小 小

ブロモブチド 0 生育抑制 ○ ◎ ◎ △ ◎ △ ○ 長 中 小

ペノキススラム 2
生育阻害
生育抑制

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 中 中 小

ベンスルフロン
メチル

2 生育抑制 × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
△～
〇

非ｲﾈ科
30日以

上
中 中

ベンゾビシクロ
ン

27
生育抑制

退色
○ ◎ ◎ ○ ◎ △ △ 極長 極小 小～中

ベンゾフェナッ
プ

27 ー ○ ○ ◎ ◎ △ ◎ × 長 小 小～中

ベンタゾン 6 葉枯れ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － 大 やや有

成分名
HRAC
ｺｰﾄﾞ

薬害症状

雑草スペクトラム
(極大◎>大〇＞中△＞小×、不明ー）

持続
効果

土壌中
の

移動性

温度の
影響

発生要因
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〔目次に戻る〕 

 

〔Ⅳ〕 スルホニルウレア系（ＳＵ剤）除草剤の抵抗性雑草について〔目次に戻る〕 

 

(1) 抵抗性雑草の確認 

本県で 1999 年佐賀郡諸富町において、１年生広葉アゼナ、ミゾハコベのＳＵ剤抵抗性が

確認された。これは、暖地普通期水稲としては全国でも最も早い確認である。2000 年には新

たに杵島郡江北町のアゼナ、小城郡芦刈町のキカシグサ、鹿島市のミゾハコベで新たに確認

された。2001 年には江北町・2003 年には相知町のミゾハコベにおいても抵抗性が確認され

た。 

(2) 抵抗性雑草とは 

気象条件や水管理、散布時期などの効果のフレとは関係なく、適正に除草剤処理を行って

も効かない草と考えると良い。スルホニルウレア系除草剤の連続的使用によって、その除草

剤に効かない草を淘汰圧によって増加させてしまったことになる。抵抗性は優性となり、一

度抵抗性雑草となればその後は抵抗性を持ち続けるとされている。抵抗性が確認されたのは

ＳＵ剤が初めてである。 

(3) ＳＵ剤抵抗性雑草として確認されている雑草 

本県においては、アゼナ，ミゾハコベ及びキカシグサであるが、他県ではコナギ、キクモ、

ミズアオイ、アゼトウガラシ、イヌホタルイなどで確認されている。 

雑草としてはマイナーで比較的水稲生育阻害が少なく、防除も容易と見られているアゼナ

ﾉﾋﾞｴ
ｶﾔﾂﾘ
ｸﾞｻ

ｺﾅｷﾞ
その
他広
葉

ﾎﾀﾙｲ ｳﾘｶﾜ
ｸﾛｸﾞﾜ

ｲ

ベンチオカーブ 15 生育抑制 ◎ ◎ △ ○ ○ × × 中 小 小

ペントキサゾン 14
接触部位･葉鞘
褐変､生育抑制

◎ ◎ ◎ ◎ ○ × ○ 長 極小 小 深水・軟弱徒長苗

メソトリオン 27
白化,発芽・生

育阻害
× ◎ ◎ ◎ ◎ △ － 長 小 小～中

メタゾスルフロ
ン

2 生育抑制 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 長 中 小

メタミホップ 1
生育抑制,葉先

白化
◎ × × × × × × 中 小 小～中

メフェナセット 15
発芽・生育抑

制
◎ ◎ ◎ △ △ × × 長 極小 小

モリネート 15 生育抑制 ◎ ◎ × × ◎ × △ 長 中 小 極端な還元状態

ランコトリオン
ナトリウム塩

27 白化 ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ △ 長 中 小

出展元）公益財団法人日本植物調節剤協会「水稲関係除草剤申請書」

成分名
HRAC
ｺｰﾄﾞ

薬害症状

雑草スペクトラム
(極大◎>大〇＞中△＞小×、不明ー）

持続
効果

土壌中
の

移動性

温度の
影響

発生要因
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やミゾハコベであるが寒冷地の例ではその後、多年生雑草で難防除雑草であるイヌホタルイ

などに抵抗性が付いてしまうことが大きな問題である。福岡県ですでにアメリカアゼナ、コ

ナギ、イヌホタルイにおいて確認されたことから、より一層今後の対応については慎重に対

処する必要がある。 

(4) ＳＵ剤としての成分 

ベンスルフロンメチル，ピラゾスルフロンエチル，イマゾスルフロン，エトキシスルフロ

ン，シクロスルファムロン，シノスルフロン，アジムスルフロン，ハロスルフロンメチル、

フルセトフロン，プロピリスルフロンを成分として含んでいるのはＳＵ剤混合剤と言い、現

在本県の初期一発剤、初中期一発剤の大半に含まれる剤である。 

 (5) ＳＵ剤抵抗性雑草への対策 

コナギやイヌホタルイに対しては有効な除草剤成分が確認されており、ブロモブチドやク

ロメプロップ、ベンゾビシクロンなどの効果が高い。また、ベンゾフェナップやテフリルト

リオンなどもこれら抵抗性雑草に有効とされている。 

(6) 除草剤使用にあたって今後注意すること 

１）抵抗性が確認された地域（圃場） 

①ＳＵ剤を含まない防除方法（体系処理も含む）が最も有効、次いで②ＳＵ剤は含むが

抵抗性雑草に有効な剤の使用であり、特に②の場合には除草剤のローテーション使用に心

掛けなければ、抵抗性雑草草種の広がりにつながりかねない。その中で初期剤とＳＵ剤（一

発剤）を組み合わせた体系は今後ローテーションのメニューとして捉える必要がある。 

また、抵抗性雑草が確認された地域（圃場）では、抵抗性雑草に対して有効な剤を登録

の範囲内で出来るだけ早めに処理することが望ましい。 

２）抵抗性が確認されていない地域（圃場） 

その確認を続けながら当面①除草剤のローテーション散布（ＳＵ剤を全く含まない剤も

使用例に入れて）を行う。②この場合もＳＵ混合剤同一剤の連用は避ける。 

いずれにしても、未確認の地域でもＳＵ剤を全く含まない剤や体系処理を一つの事例と

して組んでいく必要がある。また、そのような対応を採っても抵抗性雑草が確認されれば、

その時点で１）の対応となる。 

(7) 抵抗性の一年生広葉雑草に効果の高い成分と効果の低い成分 

ミゾハコベ、更にはアゼナを主体とした草種に有効な成分を県農試の試験等を基に示した。 

 

〔目次に戻る〕 

効果の高い成分名
ジメタメトリン、ナプロアニリド、ベンゾフェナップ、インダノファン、プレ
チラクロール、ピリブチカルブ、フェントラザミド、ベンタゾン、ＭＣＰＢ

効果の低い成分名 ジメピペレート、クミルロン、エスプロカルブ、ベンフレセート
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〔Ⅴ〕 耕起前、休耕田、畦畔堤塘並びに農耕地周辺雑草防除 

(1) 除 草 剤〔目次に戻る〕 

 

〔目次に戻る〕 

 

 

 

 

 

 

除 草 剤 名

① 効果発現は極めて遅効的(1ヶ月)である。

アージラン液剤 ②

(ｱｼｭﾗﾑ　37%)

③ 3回以内

プリグロックスＬ ①

(ｼﾞｸﾜｯﾄ　7%)

(ﾊﾟﾗｺｰﾄ　5%) ②

① 10アール当りの散布液量100～150L

② 1年生イネ科雑草が対象の場合は2～5葉期の処理が最も効果が高い。

ワンサイドＰ乳剤 ③

(ﾌﾙｱｼﾞﾎｯﾌﾟP　17.5%)

④ 本剤は効果発現に日数を要する(15～20日間)ので注意する。

⑤

① 希釈水量は均一に散布できる範囲でなるべく少なくする。

② 多年生雑草を完全枯殺するためには開花期以後がよい。

ラウンドアップマックスロード ③ 散布後3時間以内の降雨は効果を低下させるので注意する。

(ｸﾞﾘﾎｻｰﾄｶﾘｳﾑ塩　48%) ④ 遅効性であるから散布後10日以内で地上部を刈取らないこと。

⑤ 選択性がないので、周辺有用植物に薬液が飛散しないように注意する。

⑥ 畦畔ではノリ面散布はさける。

⑦ 周辺農耕地に作物がある場合は、薬液が飛散しないよう注意する。

① 展着剤加用の必要はない。
② 雑草の発生前処理効果はない。

③ 散布前に雑草の地上部を刈り払わない。

④ 通常2～14日で効果が発現し、効果完成までさらに日数を要する。

⑤

⑥

草枯らしＭＩＣ ⑦

(ｸﾞﾘﾎｻｰﾄｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾐﾝ塩　41.0%) ⑧

⑨ 少量散布の場合は少量散布用ノズルを用い、雑草葉面に均一に散布する。

⑩ 水田への飛散、流入等により水稲に薬害を生ずるので、十分注意する。

⑪

⑫ 土壌が流亡したり、くずれたりする恐れのある所では使用しない。

① 散布後2～5日で効果が発現し、速効性である。

② 雑草の発生前処理効果はない。

③

バスタ液剤

（ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄ　18.5%） ④

⑤ 農作物や有用植物に散布液がかかると、薬害を生じるので注意する。

⑥ 枯死まで14日以上程度要す、即効性である。

処理後6時間以内の降雨は効果を低下させることがあるので、天候をよく

見極めてから散布する。

少量散布用ノズルを用いて、雑草の茎葉が軽く、均一にぬれる程度に散布
する。

スギナの生育期を過ぎた時期での散布及びスギナが他雑草の中に埋没して

いるような条件では効果が劣るため、適期に散布する。

処理後6時間以内の降雨は効果を低下させることがあるので、天候を良く

見極めてから散布する。

農作物や有用植物に薬液が付着すると、激しい薬害が生ずるので、かから

ないように十分注意する。

使 用 上 の 注 意 事 項

10月～3月の期間は気温が低く、雑草の抵抗力が大であるので、使用をさ
ける。

散布液がイネ科作物にかかると薬害が生じるので散布周辺にイネ科作物が
ある場合は十分注意する。

接触型茎葉処理剤なので周囲への飛散を避けるため、散布はできるだけ低
圧で行う。

また必要に応じて飛散の少ないノズルや飛散防止カバーを使用する。曇天

日や夕方など光量の少ないときに散布すれば除草効果が高まる。

また、多年生イネ科雑草を対象とする場合は、幼穂形成期前であってなる
べく葉面積の広い時期が適期となる。
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注）各薬剤の農薬登録情報は、「農薬登録情報提供システム（農林水産省）」を参照してく

ださい。使用方法については、章末の簡易マニュアルを参照してください。 

注）各農薬の水産動物に関する注意事項については、FAMIC ホームページの、HOME > 農薬 

> 登録・失効農薬情報」を参照してください（アクセス方法については、巻末の使用

方法参照）。 

 

 

(2) 抑 草 剤〔目次に戻る〕 

 
注）各薬剤の農薬登録情報は、「農薬登録情報提供システム（農林水産省）」を参照してく

ださい。使用方法については、章末の簡易マニュアルを参照してください。 

注）各農薬の水産動物に関する注意事項については、FAMIC ホームページの、HOME > 農薬 

> 登録・失効農薬情報」を参照してください（アクセス方法については、巻末の使用

方法参照）。 

 

 

  

除 草 剤 名

① 展着剤加用の必要はない。

②

③

④

タッチダウンｉＱ

〈ｸﾞﾘﾎｻｰﾄｶﾘｳﾑ塩　44.7%〉 ⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

①

②

ザクサ液剤

（ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄＰﾅﾄﾘｳﾑ塩　11.5%） ③

④

⑤

①

② 激しい降雨の予想される場合は使用をさける。

ダイロンゾル ③

（DCMU　50.0%）

④

⑤

散布液を調製した容器及び散布器具は使用後十分に洗っておく。

茎葉処理剤「ザクサ液剤」を混用すると、抑草期間が延長できる。

使 用 上 の 注 意 事 項

散布直後の降雨は効果を減ずるので、天候をよく見きわめてから散布す
る。

本剤を所定量の水で希釈し、時々撹拌しながら均一に散布する。

土壌処理剤「ダイロンゾル」を混用すると、抑草期間が延長できる。

砂質で水はけの良い場所や雨の多い時期には、薬剤が土中深く浸透して有
用植物に薬害が生ずる恐れがあるので注意する。

水田畦畔の雑草防除を目的として使用する場合、雑草が枯れ残る場合もあ
るが、抑草効果は持続するので、追加散布や繰り返し散布をしない。

散布後、効果の発現までに一年生雑草で2～4日、多年草雑草で1～2週間を
要するので、この間に地上部を刈取らない。

土壌で不活性化するので、雑草の発生前処理に効果はない。

スギナの生育期を過ぎた時期での散布及びスギナが他雑草の中に埋没して
いるような条件では効果が劣るため、適期に散布する。

土壌が流亡したり、くずれたりする恐れのある所では使用しない。

散布後1時間後の雨でも効果を発現するが、激しい降雨の予想される場合
は使用を避ける。

散布にあたっては希釈水量10ℓ／10aでは極少水量散布専用ノズル、25～50
ℓ／10aでは少水量散布散布専用ノズルを使用する

農作物や有用植物に薬液が付着すると、激しい薬害が生ずるので、かから
ないように十分注意する。

水田畦畔に使用する場合は水田内に流入または飛散すると、薬害を生じる
恐れがあるので、かからないように十分注意する。

雑草が大きくなりすぎると効果が劣るので時期を失しないように、薬液が
雑草全体によく付着するようにていねいに散布する。

植物に薬液が付着すると薬害を生ずるので、散布液が付近の農作物、樹木
の茎葉に飛散しないように十分注意する。

抑　草　剤　名

グラスショート液剤 ① 抑草期間は30～40日であり草種によって期間は異なる。

（ﾋﾞｽﾋﾟﾘﾊﾞｯｸﾅﾄﾘｳﾑ塩　3.0%） ②

使 用 上 の 留 意 事 項

山間山麓では有効であるが平坦地ではメリットは小さい。

https://pesticide.maff.go.jp/
https://pesticide.maff.go.jp/
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倒伏軽減剤〔目次に戻る〕 

倒伏対策は基本的には健苗、施肥法および水管理など栽培法の基本技術を徹底して、倒伏

防止を図ることが肝要であるが、何らかの要因により倒伏が予想され著しく収量、品質が低

下すると思われる場合は、以下の使用基準を厳守して使用する。 

 

１．スマレクト粒剤（パクロブトラゾール 0.6％） 

毒 性：普通物 

適用作物と使用方法 

 
注）各薬剤の農薬登録情報は、「農薬登録情報提供システム（農林水産省）」を参照し

てください。使用方法については、章末の簡易マニュアルを参照してください。 

注）各農薬の水産動物に関する注意事項については、FAMIC ホームページの、HOME > 

農薬 > 登録・失効農薬情報」を参照してください（アクセス方法については、巻

末の使用方法参照）。 

 

○使用上の注意事項 

(1) 湛水状態（湛水３cm 以上）でまきむらのないように均一に散布し、散布後少なくと

も７日間は落水やかけ流しはしない。 

(2) 極端な漏水田での使用をさける。 

(3) 倒伏軽減効果については次のことに注意する。 

① 黒ぼく土壌では効果が十分に発揮されない場合があるので注意する。 

② 重複散布や多量散布は、薬害を生じたり、後作物や次年度の作物に影響する場合

があるので使用量を厳守する。 

③ 本剤を使用した後に野菜類を作付けする場合、浅い耕起では初期生育に影響する

ことがあるので、ていねいに深く耕起する。 

④ 本剤を使用した水田土を野菜類の育苗用床土に使用しない。 

⑤ 本剤は温度、土壌、栽培品種および連年使用など使用する水田の条件や栽培管理

によって倒伏軽減効果の発現程度に差異を生じるので注意する。 

(4) 使用時期は幼穂発育期になるので、この時期の水管理は慣行に従い、入念に実施す

る。 

(5) 本剤の使用に当っては、使用量、使用時期、使用方法などを誤らないように注意す

る。 

 

 

作 物 使 用 目 的 使用時期 使 用 方 法

水稲
節間短縮による
倒伏軽減

出穂７～２０日前 湛水散布

参 考 資 料 

 

https://pesticide.maff.go.jp/
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２．イネビタン粒剤 イソプロチオラン 12.0％ 

パクロブトラゾール 0.45％ 

○毒 性：普通物 

○適用作物と使用方法 

 
注）各薬剤の農薬登録情報は、「農薬登録情報提供システム（農林水産省）」を参照して

ください。使用方法については、章末の簡易マニュアルを参照してください。 

注）各農薬の水産動物に関する注意事項については、FAMIC ホームページの、HOME > 農

薬 > 登録・失効農薬情報」を参照してください（アクセス方法については、巻末の

使用方法参照）。 

 

○使用上の注意事項 

スマレクト粒剤の項参照。 

 

３．ロミカ粒剤（ウニコナゾールＰ0.04％） 

○毒 性：普通物 

○適用作物と使用方法 

 
注）各薬剤の農薬登録情報は、「農薬登録情報提供システム（農林水産省）」を参照して

ください。使用方法については、章末の簡易マニュアルを参照してください。 

注）各農薬の水産動物に関する注意事項については、FAMIC ホームページの、HOME > 農

薬 > 登録・失効農薬情報」を参照してください（アクセス方法については、巻末の

使用方法参照）。 

 

○使用上の注意事項 

(1) 湛水状態（湛水３cm 以上）でまきむらのないように均一に散布し、散布後少なくと

も７日間は落水やかけ流しはしない。 

(2) 極端な漏水田での使用をさける。 

(3) 倒伏軽減効果については次のことに注意する。 

① 黒ぼく土壌では効果が十分に発揮されない場合があるので注意する。 

② 重複散布や多量散布は、後作物に影響する場合があるので使用量を厳守する。 

③ 本剤を使用した水田土を野菜類の育苗用床土に使用しない。 

④ 本剤は温度、土壌、栽培品種および連年使用など使用する水田の条件や栽培管理

作 物 使 用 目 的 使用時期 使 用 方 法

水稲
節間短縮による
倒伏軽減

出穂１０～２０日前
（但し、収穫４５日前

まで）
湛水散布

作 物 使 用 目 的 使用時期 使 用 方 法

水稲
節間短縮による
倒伏軽減

出穂２５～１０日前まで 湛水散布

https://pesticide.maff.go.jp/
https://pesticide.maff.go.jp/
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によって倒伏軽減効果の発現程度に差異を生じるので注意する。 

(4) 使用時期は幼穂発育期になるので、この時期の水管理は慣行に従い、入念に実施す

る。 

(5) 本剤の使用に当っては、使用量、使用時期、使用方法などを誤らないように注意す

る。 

(6) 誤食などのないように注意すること。誤って飲み込んだ場合には、吐き出させ直ち

に医師の手当を受けさせること。 

本剤使用中に身体に異常を感じた場合には、直ちに医師の手当を受けること。 

(7) 本剤は、眼に対して弱い刺激性があるので、眼に入らないよう注意すること。入っ

た場合には、直ちに水洗すること。 

(8) 散布の際は、農薬用マスク、手袋、長ズボン・長袖の作業衣などを着用すること。 

また、粉末を吸い込んだり浴びたりしないよう注意し、作業後は手足、顔などを石

けんでよく洗い、うがいをすること。 

 

４．ビビフルフロアブル（プロヘキサジオンカルシウム塩 1.0％） 

○毒 性：普通物 

○適用作物と使用法 

 
注）各薬剤の農薬登録情報は、「農薬登録情報提供システム（農林水産省）」を参照し

てください。使用方法については、章末の簡易マニュアルを参照してください。 

注）各農薬の水産動物に関する注意事項については、FAMIC ホームページの、HOME > 

農薬 > 登録・失効農薬情報」を参照してください（アクセス方法については、巻

末の使用方法参照）。 

 

○使用上の注意事項 

(1) 本剤は貯蔵中に分離することがあるので、使用直前に容器をよく振る。 

(2) 伸長を過度に抑制させないために、必ず所定の使用量、使用時期を厳守し、稲の茎

葉部に均一に散布する。 

(3) 皮ふに弱い刺激性がある。 

(4) 散布むらに注意する。 

 

 

 

 

 

 

作 物 使 用 目 的 使用時期 使 用 方 法

水稲
節間短縮による
倒伏軽減

出穂10～2日前 茎葉散布

https://pesticide.maff.go.jp/
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５．ビビフル粉剤ＤＬ（プロヘキサジオンカルシウム塩 0.12％） 

○毒 性：普通物 

○適用作物と使用法 

 
注）各薬剤の農薬登録情報は、「農薬登録情報提供システム（農林水産省）」を参照して

ください。使用方法については、章末の簡易マニュアルを参照してください。 

注）各農薬の水産動物に関する注意事項については、FAMIC ホームページの、HOME > 農

薬 > 登録・失効農薬情報」を参照してください（アクセス方法については、巻末の

使用方法参照）。 

 

○使用上の注意事項 

前項５を参照するが、飛散の少ない時間帯を選んで散布する。 

  

作 物 使 用 目 的 使用時期 使 用 方 法

水稲
節間短縮による
倒伏軽減

出穂１０～５日前
動力散粉機、粉剤用
ホース使用

https://pesticide.maff.go.jp/
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２． 大 豆 の 雑 草 防 除 

 (1)大豆は種前の雑草防除〔目次に戻る〕 

 

 

 〔目次に戻る〕 

 

 

 

 

除　草　剤　名 使　　用　　上　　の　　注　　意

草枯らしＭＩＣ
(ｸﾞﾘﾎｻｰﾄｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾐﾝ塩41%)

① 泥などで濁った水で本剤の調製をしない。
②展着剤の加用は必要ない。
③雑草の発生前処理効果はなく、散布時の雑草の草丈(30cm以下)や茎
葉面積が大きい程、効果が確実となるので、散布前に雑草の地上部を
刈り払うなどしない。
④通常 2～14 日で効果が発現し、効果完成までさらに日数を要する
ので、誤って再散布しない。
⑤処理後 6 時間以内の降雨は効果を低下させることがあるので、天
候を良く見極めてから散布する。
⑥少量散布の場合は、専用のノズルを用いて雑草の葉面に均一に散布
する。
⑦ 飛散により薬液が作物に付着したり、水田への流入等により農作
物に薬害を生ずるので、十分注意する。
2回以内

タッチダウンｉＱ
〈ｸﾞﾘﾎｻｰﾄｶﾘｳﾑ塩　44.7%〉

①展着剤加用の必要はない。
②散布後、効果の発現までに一年生雑草で2～4日、多年草雑草で1～2
週間を要するので、この間に地上部を刈取らない。
③土壌で不活性化するので、雑草の発生前処理に効果はない。
④スギナの生育期を過ぎた時期での散布及びスギナが他雑草の中に埋
没しているような条件では効果が劣るため、適期に散布する。
⑤土壌が流亡したり、くずれたりする恐れのある所では使用しない。
⑥散布後1時間後の雨でも効果を発現するが、激しい降雨の予想され
る場合は使用を避ける。
⑦散布にあたっては希釈水量10ℓ／10aでは極少水量散布専用ノズル、
25～50ℓ／10aでは少水量散布散布専用ノズルを使用する。
⑧農作物や有用植物に薬液が付着すると、激しい薬害が生ずるので、
かからないように十分注意する。
2回以内

トレファノサイド乳剤
(ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ44.5%)

①播種後の土壌処理剤の施用を前提で実施する。また、帰化アサガオ
類の種子は数年単位で生残し、出芽期間が長いため、複数回の茎葉処
理や畝間・株間処理、スポット処理など複数の手段で防除を行う。
②トリフルラリンは散布後、徐々に土中で気化・拡散してその効果を
発現するが、太陽光や降雨の影響でも気化等が進むため、土壌混和処
理はできるだけ播種直前に実施することが望ましい。
2回以内

バスタ液剤
(ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄ18.5%)

①使用量に合わせ薬液を調製し、使いきること。
②薬液は雑草の茎葉全体に均一にかかるように散布する。
③散布後6時間以内の降雨は効果を減ずることがあるので、天候をよ
く見極めてから散布する。
④散布液が付近の農作物、樹木の茎葉に飛散しないよう注意する。
⑤展着剤は必要ない。
3回以内

プリグロックスＬ
(ｼﾞｸﾜｯﾄ7.0%)
(ﾊﾟﾗｺｰﾄ5.0%)

①使用量に合わせ薬液を調製し、使いきること。
②展着剤を加用する場合は、非イオン系展着剤を使用する。
③散布液量は雑草の大きさや密度に応じて、適宜増減する。
④散布は、なるべく低圧で、風向きなどに注意し、薬液が飛散しない
よう十分注意する。特に、作物にかからないように、専用の噴口や散
布器具を用いて散布する。
⑤播種の約1週間前から前日までに使用する。
4回以内
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注）各薬剤の農薬登録情報は、「農薬登録情報提供システム（農林水産省）」を参照してくだ

さい。使用方法については、章末の簡易マニュアルを参照してください。 

注）各農薬の水産動物に関する注意事項については、FAMIC ホームページの、HOME > 農薬 

> 登録・失効農薬情報」を参照してください（アクセス方法については、巻末の使用

方法参照）。 

 

 

 

 〔目次に戻る〕 

  

除　草　剤　名 使　　用　　上　　の　　注　　意

ラウンドアップマックスロード
(ｸﾞﾘﾎｻｰﾄｶﾘｳﾑ塩48.0%)

① 泥などで濁った水で本剤の調製をしない。
②展着剤の加用は必要ない。
③雑草の発生前処理効果はなく、散布時の雑草の生育量が大きい程、
効果が確実となるので、散布前に雑草の地上部を刈り払うなどしな
い。
④通常 2～7 日で効果が発現し、効果完成までさらに日数を要するの
で、誤って再散布しない。
⑤処理後 1 時間以内の降雨は効果を低下させることがあるので、天
候を良く見極めてから散布する。
⑥少量散布の場合は、専用のノズルを用いて雑草の葉面に均一に散布
する。
⑦ 農作物や有用植物に薬液が付着すると、激しい薬害が生ずるの
で、かからないよう十分注意する。
2回以内

https://pesticide.maff.go.jp/
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(2)大豆は種後の雑草防除〔目次に戻る〕 

 
 

〔目次に戻る〕  

除　草　剤　名 使　　用　　上　　の　　注　　意

※
エコトップＰ乳剤
(ｼﾞﾒﾃﾅﾐﾄﾞ8.5%)
(ﾘﾆｭﾛﾝ12.0%)

①発芽後の雑草に対しては効果が劣るので、雑草発生前に時期
を失しないように散布する。
②砕土、整地はていねいに行い、種子が露出しないように覆土
はできるだけていねいに行い、覆土深を2～3cm以上とする。
③隣接作物にかかると薬害を生じるので、散布液がかからない
よう注意して散布する。
1回

※
エコトップＰ細粒剤Ｆ

(ｼﾞﾒﾃﾅﾐﾄﾞ1.0%)
(ﾘﾆｭﾛﾝ1.4%)

①発芽後の雑草に対しては効果が劣るので、雑草発生前に時期
を失しないように散布する。
②砕土、整地はていねいに行い、種子が露出しないように覆土
はできるだけていねいに行い、覆土深を2～3cm以上とする。
③土壌が極端に乾燥している場合には効果が劣るので、土壌が
適度の水分を含んでいるときに使用する。
④水はけの悪い圃場及び過湿条件では薬害のおそれがあるので
使用をさける。
③隣接作物にかかると薬害を生じるので、散布液がかからない
よう注意して散布する。
1回

クリアターン細粒剤Ｆ
(ﾍﾞﾝﾁｵｶｰﾌﾞ8%)

(ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ0.8%)
(ﾘﾆｭﾛﾝ1.2%)

①砕土、整地を丁重に行う。
②覆土は2～3cm確実に行う。
③土壌が極端に乾燥していれば効果が劣るので適度の水分を維
持しているときに散布する。
④雑草の生育が進むと効果は劣る。
⑤排水を良くし過湿とならないようにする。
⑥畑地一年生雑草対象
1回

サターンバアロ乳剤
(ﾍﾞﾝﾁｵｶｰﾌﾞ50%)
(ﾌﾟﾛﾒﾄﾘﾝ5.0%)

サターンバアロ粒剤
(ﾍﾞﾝﾁｵｶｰﾌﾞ8%)
(ﾌﾟﾛﾒﾄﾘﾝ0.8%)

サンダーボルト００７
(ｸﾞﾘﾎｻｰﾄｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾐﾝ塩30.0%)

(ﾋﾟﾗﾌﾙﾌｪﾝｴﾁﾙ0.16%)

①散布器具、容器は除草剤専用のものを用いて、散布液を調製
した容器及び器具は使用後石けん水などで十分洗浄する。
②グリホサートを含む混合剤であるので、他のグリホサートを
含む農薬の使用回数と合わせ、作物ごとの総使用回数の範囲内
で使用する。
③展着剤加用の必要はない。
④激しい降雨の予想される場合は使用をさける。
⑤農作物や有用植物にかかると強い薬害を生じるので、風向き
などに十分注意してかからないように散布する。また、水田へ
の飛散、流入等により水稲に薬害が生じるので十分注意する。
2回以内

ダイロンゾル
(DCMU50.0%)

①一年生雑草を対象とする。
②播種時には十分な播種深度を確保する。
1回

トレファノサイド粒剤２．５
(ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ2.5%)

①土塊はできるだけ小さく砕き、整地をよくする。
②覆土は2～3cmとする。
③土壌が乾燥している場合は効果が劣る。
④畑地一年生雑草対象（ツユクサ、カヤツリグサ、キク科、ア
ブラナ科除く）
1回

①覆土は2～3cmとし、よく整地して散布する。大豆は適湿であ
れば2～3日で芽が動くので播種直後に散布する。
②発芽後の散布は絶対さける。
③隣接作物にかからないにようにする。
④乳剤は土壌が乾燥している場合は希釈水を増す。
⑤粒剤は土壌水分が不足した場合の効果が劣る。
⑥大豆本葉2～4枚時の雑草は中耕培土を十分行ない防除する。
⑦畑地一年生雑草対象
1回
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注）各薬剤の農薬登録情報は、「農薬登録情報提供システム（農林水産省）」を参照してく

ださい。使用方法については、章末の簡易マニュアルを参照してください。 

注）各農薬の水産動物に関する注意事項については、FAMIC ホームページの、HOME > 農薬 

> 登録・失効農薬情報」を参照してください（アクセス方法については、巻末の使用

方法参照）。 

 

 

〔目次に戻る〕 

 

除　草　剤　名 使　　用　　上　　の　　注　　意

フルミオＷＤＧ
(ﾌﾙﾐｵｷｻｼﾞﾝ50.0%)

①必ず大豆出芽前・雑草発生前に処理を行う。
②イネ科及び多年生雑草には効果が劣るので、それらが優先す
る圃場での使用は避ける。
③周辺作物に散布液が付着すると薬害を生じるので、風向きな
どに十分注意してかからないように散布する。
④水田に流入すると、稲が枯れるので十分注意する。
⑤使用した器具類は、散布後速やかに水で洗浄すると共に、フ
ルミオＷＤＧ洗浄剤をを使用し洗浄する。
1回

プロールプラス乳剤
(ｼﾞﾒﾃﾅﾐﾄﾞP6.7%)
(ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ6.5%)

(ﾘﾆｭﾛﾝ11.4%)

①雑草の生育が進むと効果が劣るので、必ず時期を失しないよ
うに散布する。
②砕土、整地は丁寧に行い、種子が露出しないように覆土深を
２～３cm以上確保する。・散布直後の多量の降雨は薬害のおそ
れがあるので、天候を見きわめてから散布する。
③散布に当たっては、他作物に飛散しないよう十分注意して使
用する。
④本剤は自動車や壁などの塗装面に散布液がかかると変色する
おそれがあるので注意する。
⑤散布に使った器具類は良く水洗する。
1回

日産ラクサー粒剤
(ｱﾗｸﾛｰﾙ4%)

(ﾘﾆｭﾛﾝ1.04%)

①砕土、整地はていねいに行い、種子が露出しないように覆土
はできるだけていねいに行い、覆土深を2～3cm以上とする。
②土壌が極端に乾燥している場合には効果が劣るので、土壌が
適度の水分を含んでいる時に散布する。
③水はけの悪い圃場及び過湿条件では薬害の恐れがあるので使
用を避ける。
④散布後に多量の降雨が予想される場合には薬害の恐れがある
ので使用を避ける。
⑤隣接作物に飛散すると薬害を生じるので、飛散しないよう注
意して散布する。
⑥砂質土の保水力の小さい圃場では使用しない。
1回

日産ラクサー乳剤
(ｱﾗｸﾛｰﾙ30.0%)
(ﾘﾆｭﾛﾝ12.0%)

①一年生雑草を対象とする。
②砕土、整地は丁寧に行い、覆土深を２－３cm以上とする。
③多量の降雨が予想される場合や、加湿な土壌水分条件では使
用を避ける。
④砂質土の保水力の小さい圃場では使用しない。
1回

日農／日産　ラッソー乳剤
(ｱﾗｸﾛｰﾙ43%)

①覆土2～3cmとし、よく整地してから散布する。
②雑草発生後は除草効果が劣るので雑草の発生直前までに散布
する。
③本剤はイネ科の雑草に効果が高い。
④大豆本葉2～4枚時の雑草は中耕培土を十分行ない防除する。
⑤畑地一年生雑草対象
1回

https://pesticide.maff.go.jp/
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(3)大豆生育期の雑草防除〔目次に戻る〕 

 
 

 

〔目次に戻る〕 

 

 

 

除　草　剤　名 使　　用　　上　　の　　注　　意

アタックショット乳剤
（ﾌﾙﾁｱｾｯﾄﾒﾁﾙ2.0%）

①キク科、カヤツリグサ科には効果が劣る場合があるので、それら
が優占するほ場での使用は避ける。
②発生前の雑草に対する土壌処理効果はないので、雑草の発生が
揃ってから処理する。
③処理時に展開していた葉に褐斑や縮葉等を生じ、生育が遅れるこ
とがあるので、気象条件、栽培条件等によりだいずが生育不良の場
合又は生育不良が予想される場合には使用を避ける。
④本剤の散布適期は雑草生育期（草丈10cm以下）であり、生育の進
んだ雑草には効果が劣るので時期を失しないように散布する。
⑤イネ科雑草に対する除草効果は期待できないので、イネ科雑草対
象の土壌処理剤または茎葉処理剤との体系で使用する。
⑥処理後6時間以内の降雨は効果を減ずることがあるので、天候を
よく見極めてから処理する。
⑦改正時点（R7.11）で、製造中止となっている。
1回

ザクサ液剤
(ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄPﾅﾄﾘｳﾑ塩11.5%)

①散布直後の降雨は効果を減ずるので、天候をよく見きわめてから
散布する。
②雑草が大きくなりすぎると効果が劣るので時期を失しないよう
に、薬液が雑草全体によく付着するようにていねいに散布する。
③植物に薬液が付着すると薬害を生じるので、散布液が付近の農作
物、樹木の茎葉に飛散しないように十分注意する。
④散布液を調製した容器及び散布器具は使用後十分に洗ってくださ
い。
3回以内

セレクト乳剤
(ｸﾚﾄｼﾞﾑ24.0%)

①畑地1年生イネ科雑草対象、広葉雑草には効果が無いのでイネ科
優占圃場で使用する。
②やや遅効性であり、イネ科雑草を完全に枯殺するまでに通常1週
間から2週間前後を要する。スズメノカタビラはさらに期間を要す
る。
③広葉雑草およびカヤツリグサ科雑草などが混在する場合は、これ
らの雑草に有効な除草剤との体系で使用する。
1回

大豆バサグラン液剤
(ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝﾅﾄﾘｳﾑ塩40.0%)

①土壌処理剤の効果が十分でない場合に使用する。
②周辺の作物にかからないように注意する。
③草種によって効果が異なるので、優占雑草を把握して使用する
（タデ科、キク科、アブラナ科＞ナス科、ヒルガオ科）
④葉の斑点、色抜け、黄変、縮葉等一過性の薬害が生じる場合があ
る。薬害程度は品種によって異なり、減収となる場合もあるので使
用品種の薬害程度を確認してから使用する。
⑤薬害の程度は，大豆の品種によって異なり、フクユタカでは軽微
であるが、スズオトメではやや大きい場合がある。
⑥薬害が助長される場合であるので、他の除草剤や殺虫剤・殺菌剤
との混用及び展着剤の加用は避ける。
⑦有機リン剤：エチルチオメトン粒剤（播種時使用）との組み合わ
せ処理で、薬害が強く出た試験事例があるので留意する。
1回

ナブ乳剤
(ｾﾄｷｼｼﾞﾑ20%)

①適用雑草、畑地1年生イネ科雑草（スズメノカタビラを除く。）
②広葉雑草、カヤツリグサ科には効果が劣るので、イネ科雑草優占
圃場で使用する。
③雑草の発生が揃った時期に散布するのが効果的。
1回
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注）各薬剤の農薬登録情報は、「農薬登録情報提供システム（農林水産省）」を参照してく

ださい。使用方法については、章末の簡易マニュアルを参照してください。 

注）各農薬の水産動物に関する注意事項については、FAMIC ホームページの、HOME > 農薬 

> 登録・失効農薬情報」を参照してください（アクセス方法については、巻末の使用

方法参照）。 

 

 

〔目次に戻る〕 

  

除　草　剤　名 使　　用　　上　　の　　注　　意

バスタ液剤
(ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄ18.5%)

①雑草生育期の茎葉散布を行う（畦間又は株間処理）。
②大豆生育期の散布に当たっては、大豆にかからないように注意す
る。
③薬液が付着した場合は周辺の作物にも被害を与えるので、飛散に
注意する。
3回以内

パワーガイザー液剤
（ｲﾏｻﾞﾓｯｸｽｱﾝﾓﾆｳﾑ塩 0.85%)

①展着剤は加用しない。
②有機リン系殺虫剤またはイネ科雑草処理除草剤との10日以内の近
接散布は、薬害の恐れがあるため避ける。
③雑草の発生始期から2葉期にかけて高い効果を示す。
④砂土では使用しない。
⑤処理後に降雨が予想される時には使用を避ける。
⑥高薬量または初生葉期以降の散布では薬害が発生する恐れがある
ので、使用量・使用時期を厳守する。
⑦他作物に飛散しないよう十分注意して使用する。
1回

ポルトフロアブル
(ｷｻﾞﾛﾎｯﾌﾟｴﾁﾙ7.0%)

①広葉雑草およびカヤツリグサ科には効果が期待できないので、イ
ネ科雑草（スズメノカタビラ除く）優占圃場で使用する。なお、広
葉雑草などが混在する場合は、これらの雑草に有効な土壌処理型除
草剤との体系で使用する。
②イネ科雑草を完全に枯殺するまでに約1週間を要する。
③イネ科作物には薬害があるので、周囲にイネ科作物がある場合
は、薬剤が飛散しないように注意する。
④本剤の使用に当っては、展着剤の加用は必要ない。
⑤冬期の低温期や出穂期以降など、雑草の生育が停止している場合
には、効果が劣ることがある。
⑥激しい降雨の予想される場合は使用をさける。
2回

ロロックス
(ﾘﾆｭﾛﾝ50.0%)

①だいずの畦間・株間処理に使用する場合、専用ノズルを使用す
る。〔推奨ノズル：TP‐3235大豆畝間株間用口角ノズル（ヤマホ工
業株式会社）〕また、噴口はできるだけ低くし、本葉にかからない
ように散布する。
②覆土は細かく砕いて均一厚目にする。
③激しい降雨の予想される場合は使用しない。
④砂土では使用しない。
⑤イネ科雑草およびカヤツリグサ科には効果が劣るため、これらに
有効な除草剤を体系で使用する。
⑥雑草茎葉兼土壌散布（株間、畦間処理）は1回以内

ワンサイドＰ乳剤
(ﾌﾙｱｼﾞﾎｯﾌﾟP17.5%)

①畑地一年生イネ科雑草対象（スズメノカタビラ除く）
②イネ科優占圃場で使用する。
③イネ科雑草には選択的な除草効果が見られるが、広葉、カヤツリ
グサ科雑草には効果がないので、それに有効な除草剤を体系で使用
する。
④雑草の発芽後、雑草の茎葉に散布する。
⑤雑草の幼穂形成期を過ぎると効果が劣るので適期を失しないよう
散布する。（雑草3～5葉期）
1回

https://pesticide.maff.go.jp/
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３．果 樹 の 雑 草 防 除 

 

〔Ⅰ〕 かんきつ園雑草防除〔目次に戻る〕 

 

 

 

 

 

①ゾーバー ②バスタ液剤

メヒシバ、オヒシバ、エノコログサ、ハ
コベ等の畑地１年生雑草

メヒシバ、オヒシバ、エノコログサ、カ
ラスノエンドウ等の１年生雑草
スギナ、ギシギシ、ヨモギ等の多年生雑
草

ヤブガラシ、カラスムギ、ギシギシ、ヨ
モギ、イヌビユ、ハマスゲ、チガヤ、ネ
ザサ等

ヤブガラシ、カラスムギ、ギシギシ、ヨ
モギ、イヌビユ、ハマスゲ、チガヤ、ネ
ザサ等

春：約1週間
夏：2～3日

２～５日

60日 40日～50日

・砂質で透水性の大きな土壌の園では、
薬害が生じるおそれがあるので使用は避
けること
・苗木生産圃場では使用しない

枝葉に直接かかると薬害を生じるが、根
部からの吸収害はない。

①茎葉処理の場合は非イオン系展着剤を
加用し、よく雑草に付着するように散布
する
②かんきつに対して根部からの吸収害は
ほとんどないが、マツ・スギ・マキの防
風垣の近くでは薬害が生じるため使用し
ない
③本剤は茎葉処理及び土壌処理効果を有
するため、雑草のないところにも均一に
ムラなく散布する。
④雑草生育期散布では草丈20㎝以下の時
に散布する。
⑤雑草草丈が20㎝以上の場合や、雑草密
度の高い場合は他の茎葉処理剤との同時
処理をする
⑥適用作物以外の圃場には使用しない。
また付近の農作物、芝生、花卉類等にか
からないように注意する

①グルホシネートを含む農薬の総使用回
数は3回以内。
②冬期～春先の低温時期よりも、5月以
降の高温期での効果が優れる。
③安定した効果を出すためには草丈、草
量の増加に伴い薬量を増すが、特に生育
が進んだ多年草には1,000mlが必要。
④高濃度散布の場合ほとんどの草種で地
上部の枯殺は出来るが、宿根部からの再
生が見られる。
⑤散布後6時間以内の降雨は効果を低下
させることがあるので、天候を良く見極
めて散布する。

ターバシル40.0% ＤＣＭＵ40.0% グルホシネート18.5%有　効　成　分

散　布　時　の
注　意　事　項

薬　　剤　　名

薬　　　　　害

効果の高い雑草

効果がでにくい
雑　　　　　草

効 果 の 発 現

抑　草　期　間
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〔目次に戻る〕

③ラウンドアップマックスロード ④草枯らしＭＩＣ

メヒシバ、エノコログサ等の１年生雑草
チガヤ、ヨモギ、ギシギシ、カラムシ等
の多年生雑草

メヒシバ、エノコログサ等の１年生雑
草、チガヤ、ヨモギ、ギシギシ、カラム
シ等の多年生雑草

ヒルガオ、ノビル等
スギナ、ヒルガオ、クローバー、ツユク
サ、ノビル等

1年生：２～７日
多年生：２～７日

1年生：７～10日
多年生：10日前後

1年生：60日～
多年生：種子より再発芽するまで

1年生：60日～
多年生：種子より再発芽するまで

散布液が直接枝葉にかかると薬害（落葉
後発芽する場合の葉は柳葉状となる）を
生じるが、根部からの吸収害はない。

散布液が直接枝葉にかかると薬害（落葉
後発芽する場合の葉は柳葉状となる）を
生じるが、根部からの吸収害はない。

①グリホサートを含む農薬の総使用回数
は5回以内。
②少量散布の場合は専用ノズルを用いて
雑草の表面に均一に散布する。
③散布後効果の完成までにやや日数がか
かるため、誤って再散布しない。
④散布後1時間以内の降雨では効果を低
下させることがあるので天候を良く見極
めて散布する。

①グリホサートを含む農薬の総使用回数
は5回以内。
②泥などで濁った水は効果を低下させる
ので、本剤の調製には使用しない。
③展着剤を加用する必要はない。
④本剤は土壌中で速やかに不活性化する
ので、雑草の発生前の散布は効果がな
い。
⑤通常2～14日で効果が発現し、効果の
完成までにさらに日数を要するので誤っ
て再散布しない。
⑥散布後6時間以内の降雨は効果を低下
させることがあるので、天候を良く見極
めて散布する。
⑦土壌が流亡したり、くずれたりする恐
れのある所では使用しない。

グリホサートカリウム塩48.0%
グリホサートイソプロピルアミン塩
41.0%

有　効　成　分

抑　草　期　間

薬　　剤　　名

効果がでにくい
雑　　　　　草

効 果 の 発 現

効果の高い雑草

散　布　時　の
注　意　事　項

薬　　　　　害
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〔目次に戻る〕 

 

⑤タッチダウンｉＱ ⑥プリグロックスＬ

１年生雑草および多年生雑草

メヒシバ、エノコログサ、ハコベ、ヤエ
ムグラ、カラスノエンドウ、アメリカフ
ウロ等の1年生雑草、
スギナ、ヨメナ等の多年生雑草

ヒルガオ、ノビル等
ハマスゲ、ヨモギ、ギシギシ、ヤブカラ
シ、コヒルガオ等の多年生雑草

１年生雑草：2～4日
多年生雑草：7～14日

1～2日

50日～60日
30～60日（但しスギナの抑制時期の場合
は60日以上）

葉や新梢、ひこばえ等の緑色部分に飛散
すると薬害が生じる。

枝葉にかかると付着部分に薬害を生じ
る。

①グリホサートを含む農薬の総使用回数
は5回以内。
②本剤は展着剤加用の必要はない。
③散布後、効果の発現までに一年生雑草
では2～4日、多年生雑草では1～2週間を
要するので、この間は刈り取らないこ
と。
④多年生雑草を地上部及び地下部まで含
めて枯殺するには、雑草の生育盛期から
生育終期または開花期前までに散布する
こと。
⑤激しい降雨が予想される場合は、使用
をさける。
⑥土壌が流亡したり、くずれたりする恐
れのある所では使用しない。

①草丈が高い場合は効果が落ち易く、
100倍液の雑草生育初期の散布が望まし
い。
②長時間雑草の発生を抑えたい場合は土
壌処理型剤との混用が必要。
③薬害防止のため低圧散布とし、飛散を
抑える方法をとる。展着剤で加用する場
合は、非イオン系展着剤を使用する。

スギナの密度抑制を目的とした場合
①2,000mL/100L（50倍液）で安定した効
果がある。
②つくしまたはスギナの発生を確認して
から約2ヶ月後（4月下旬～5月下旬）草
丈20～30cm時に散布する。

グリホサートカリウム塩44.7% ジクワット7.0% パラコート5.0%

薬　　剤　　名

薬　　　　　害

効果の高い雑草

効果がでにくい
雑　　　　　草

散　布　時　の
注　意　事　項

有　効　成　分

効 果 の 発 現

抑　草　期　間
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〔目次に戻る〕 

⑦サンダーボルト００７ ⑧シンバー

スベリヒユ、ヤエムグラ、エノコログ
サ、マルバツユクサ等の１年生雑草
タンポポ、アサガオ類、ギシギシ、カ
ラムシ等の多年生雑草

ハコベ、オランダミミナグサ、カラス
ノエンドウ、アメリカフウロ、オオイ
ヌノフグリ、ヤエムグラ、ノボロギ
ク、スズメノカタビラ、メヒシバ、イ
ヌビエ、マルバツユクサ等の１年生雑
草

スギナ、ツユクサ イヌビユ、ツユクサ

1～3日 3～6日

35～60日 30～70日

果樹の枝葉に直接薬液がかかると薬害
が発生する。下垂枝、ひこばえにもか
からないよう注意する。

砂質で透水性の大きな土壌の園では、
薬害のおそれがあるので使用は避ける
こと。

①グリホサートを含む農薬の総使用回
数は5回以内。
②展着剤は必要ない。
③土壌が流亡したり、くずれたりする
恐れのあるところでは使用しない。
④激しい降雨が予想される場合は、使
用をさける。

①茎葉処理の場合は非イオン系展着剤
を加用し、よく雑草に付着するように
散布する
②かんきつに対して根部からの吸収害
はほとんどないが、マツ・スギ・マキ
の防風垣の近くでは薬害が生じるため
使用しない
③本剤は茎葉処理及び土壌処理効果を
有するため、雑草のないところにも均
一にムラなく散布する
④茎葉処理の場合は気温20℃以上の高
温条件で使用する
⑤雑草生育期散布では草丈20㎝以下の
時に散布する
⑥雑草草丈が20㎝以上の場合や、雑草
密度の高い場合は他の茎葉処理剤との
同時処理をする
⑦みかん園での繰り返しの散布は裸地
化の害を生じることがあるので夏期1
回散布する
⑧適用作物以外の圃場には使用しな
い。また付近の農作物、芝生、花卉類
等にかからないように注意する

グリホサートイソプロピルアミン塩
30.0% ピラフルフェンエチル0.16%

ターバシル80.0%

散　布　時　の
注　意　事　項

有　効　成　分

薬　　剤　　名

効果の高い雑草

効果がでにくい
雑　　　　　草

効 果 の 発 現

抑　草　期　間

薬　　　　　害
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注）各薬剤の農薬登録情報は、「農薬登録情報提供システム（農林水産省）」を参照してく

ださい。使用方法については、章末の簡易マニュアルを参照してください。 

注）各農薬の水産動物に関する注意事項については、FAMIC ホームページの、HOME > 農薬 

> 登録・失効農薬情報」を参照してください（アクセス方法については、巻末の使用

方法参照）。 

 

〔目次に戻る〕 

 

⑨ザクサ液剤

メヒシバ、イヌムギ、ヤエムグラ、ツユ
クサ等の１年生雑草、ヨモギ、カタビ
ラ、シロツメクサ、スギナ、ユウガオ、
タンポポ等の多年生雑草

ススキ、チガヤ等

1～3日

40～50日

散布液が直接枝葉にかかると薬害（落葉
後発芽する場合の葉は柳葉状となる。）
を生じるが、根部からの吸収害はない。

①グルホシネート及びグルホシネートＰ
を含む農薬の総使用回数は3回以内。
②展着剤は必要ない。
③薬剤散布後、１時間程度降雨がなけれ
ば効果に大きな影響はない。

グルホシネートＰナトリウム塩11.5%

薬　　剤　　名

効果の高い雑草

薬　　　　　害

散　布　時　の
注　意　事　項

有　効　成　分

効果がでにくい
雑　　　　　草

効 果 の 発 現

抑　草　期　間

https://pesticide.maff.go.jp/
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〔Ⅱ〕 落葉果樹園雑草防除〔目次に戻る〕 

 

〔目次に戻る〕 

①カソロン粒剤６．７（対象果樹：な
し、もも、リンゴ）

ギシギシ、ヨモギ、タンポポ、ヤブガ
ラシ等の多年生広葉雑草

ヒルガオ、スベリヒユ、クローバー、
ワラビ、ネザサ、ノビル、チガヤ等

春草の発生を抑制する。

落葉果樹では根部からの吸収害はほと
んどないが、マツ類、ヒノキ等では薬
害を生ずることがある。

①イネ科に対しては効果が劣るので、
イネ科雑草が優先する場所での使用は
避ける。
②新植後３年未満の果樹園では、使用
しない。
③施設内およびその周辺では使用しな
い。
④散布後土壌混和しない。
⑤果樹類に対しては開花期前後の使用
は結実不良などを発生するおそれがあ
るのでさける。

ＤＢＮ6.7%有　効　成　分 グリホサートカリウム塩48.0%

②ラウンドアップマックスロード

メヒシバ、エノコログサ等の1年生雑草
チガヤ、ヨモギ、ギシギシ、カラムシ
等の多年生雑草

ヒルガオ、ノビル等

薬　　剤　　名

効果の高い雑草

抑　草　期　間

効果がでにくい
雑　　　　　草

効 果 の 発 現
１年生：2～7日
多年生：2～7日

１年生：60日～
多年生：種子より再発芽するまで

薬　　　　　害
散布液が直接枝葉にかかると薬害を生
じるが、根部からの吸収害はない。

散　布　時　の
注　意　事　項

①グリホサートを含む農薬の総使用回
数は3回以内。
②少量散布の場合は専用ノズルを用い
て雑草の表面に均一に散布する。
③散布後効果の完成までにやや日数が
かかるため、誤って再散布しない。
④散布後１時間以内の降雨は効果を低
下させることがあるので天候を良く見
極めて散布する。
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〔目次に戻る〕 

④タッチダウンｉＱ

1年生雑草および多年生雑草

ヒルガオ、ノビル等

１年生雑草：2～4日
多年生雑草：7～14日

50日～60日

葉や新梢、ひこばえ等の緑色部分に飛
散すると薬害が生じる。

①グリホサートを含む農薬の総使用回
数は3回以内。
②本剤は展着剤加用の必要はない。
③散布後、効果の発現までに一年生雑
草では2～4日、多年生雑草では1～2週
間を要するので、この間は刈り取らな
いこと。
④多年生雑草を地上部及び地下部まで
含めて枯殺するには、雑草の生育盛期
から生育終期または開花期前までに散
布すること。
⑤激しい降雨が予想される場合は、使
用をさける。
⑥土壌が流亡したり、くずれたりする
恐れのある所では使用しない。

グリホサートカリウム塩44.7%

薬　　剤　　名

メヒシバ、エノコログサ等の１年生雑
草
チガヤ、ヨモギ、ギシギシ、カラムシ
等の多年生雑草

スギナ、ヒルガオ、クローバー、ツユ
クサ、ノビル等

③草枯らしＭＩＣ

効果がでにくい
雑　　　　　草

効果の高い雑草

一年生：7～10日
多年生：10日前後

効 果 の 発 現

①グリホサートを含む農薬の総使用回
数は3回以内。
②泥などで濁った水は効果を低下させ
るので、本剤の調製には使用しない。
③展着剤を加用する必要はない。
④本剤は土壌中で速やかに不活性化す
るので、雑草の発生前の散布は効果が
ない。
⑤通常2～14日で効果が発現し、効果
の完成までにさらに日数を要するので
誤って再散布しない。
⑥散布後6時間以内の降雨は効果を低
下させることがあるので、天候を良く
見極めて散布する。
⑦土壌が流亡したり、くずれたりする
恐れのある所では使用しない。

グリホサートイソプロピルアミン塩
41.0%

薬　　　　　害

抑　草　期　間

有　効　成　分

一年生：60日
多年生：種子より再発芽するまで

散布液が直接枝葉にかかると薬害（落
葉後発芽する場合の葉は柳葉状とな
る）を生じるが、根部からの吸収害は
ない。

散　布　時　の
注　意　事　項
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〔目次に戻る〕 

 

 

 

 

⑤バスタ液剤（対象果樹：なし、かき、ぶどう、もも、うめ、びわ、りんご、く
り、キウイフルーツ）

メヒシバ、オヒシバ、エノコログサ、カラスノエンドウ等の１年生雑草、
スギナ、ギシギシ、ヨモギ等の多年生雑草

ヤブガラシ、イヌガラシ、ハマスゲ、クズ、ネザサ等

２～５日

40日～50日

枝葉に直接かかると薬害を生じるが、根部からの吸収害はない。

①グルホシネートを含む農薬の総使用回数は3回以内。
②冬期～春先の低温時期よりも、5月以降の高温期での効果が優れる。
③安定した効果を出すためには草丈、草量の増加に伴い薬量を増すが、特に生育
が進んだ多年草には750mLが必要。
④高濃度散布の場合ほとんどの草種で地上部の枯殺は出来るが、宿根部からの再
生が見られる。
⑤対象作物によって本剤の使用時期が異なるため、登録内容の確認をしっかりと
行う。
⑥散布後6時間以内の降雨は効果を低下させることがあるので、天候を良く見極め
て散布する。

グルホシネート18.5%

散　布　時　の
注　意　事　項

有　効　成　分

薬　　剤　　名

抑　草　期　間

効果の高い雑草

効果がでにくい
雑　　　　　草

効 果 の 発 現

薬　　　　　害
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注）各薬剤の農薬登録情報は、「農薬登録情報提供システム（農林水産省）」を参照してく

ださい。使用方法については、章末の簡易マニュアルを参照してください。 

注）各農薬の水産動物に関する注意事項については、FAMIC ホームページの、HOME > 農薬 

> 登録・失効農薬情報」を参照してください（アクセス方法については、巻末の使用

方法参照）。 

 

〔目次に戻る〕 

⑥プリグロックスＬ ⑦サンダーボルト００７

メヒシバ、エノコログサ、ハコベ、ヤ
エムグラ、カラスノエンドウ、アメリ
カフウロ等の1年生雑草、
スギナ、ヨメナ等の多年生雑草

スベリヒユ、ヤエムグラ、エノコログ
サ、マルバツユクサ等の１年生雑草、
タンポポ、コヒルガオ、ハマスゲ、ギ
シギシ、カラムシ等の多年生雑草

ハマスゲ、ヨモギ、ギシギシ、ヤブガ
ラシ、コヒルガオ等の多年生雑草

スギナ、ツユクサ

1～2日 1～3日

30～60日（但しスギナの抑制時期の場
合は60日以上）

35～60日

枝葉にかかると付着部分に薬害を生じ
る。

果樹の枝葉に直接薬液がかかると薬害
が発生する。下垂枝、ひこばえにもか
からないよう注意する。

①草丈が高い場合は効果が落ち易く、
100倍液の雑草生育初期の散布が望ま
しい。
②長時間雑草の発生を抑えたい場合は
土壌処理型剤との混用が必要。
③薬害防止のため低圧散布とし、飛散
を抑える方法をとる。展着剤で加用す
る場合は、非イオン系展着剤を使用す
る。

スギナの密度抑制を目的とした場合
①2,000mL/100L（50倍液）で安定した
効果がある。
②つくしまたはスギナの発生を確認し
てから約2ヶ月後（4月下旬～5月下
旬）草丈20～30cm時に散布する。

①グリホサートを含む農薬の総使用回
数は3回以内。
②展着剤は必要ない。
③土壌が流亡したり、くずれたりする
恐れのあるところでは使用しない。
④激しい降雨が予想される場合は、使
用をさける。

ジクワット7.0% パラコート5.0%
ピラフルフェンエチル0.16% グリホ
サートイソプロピルアミン塩30.0%

散　布　時　の
注　意　事　項

有　効　成　分

薬　　剤　　名

効果の高い雑草

効果がでにくい
雑　　　　　草

効 果 の 発 現

抑　草　期　間

薬　　　　　害

https://pesticide.maff.go.jp/
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４．茶 の 雑 草 防 除〔目次に戻る〕 

 
注）各薬剤の農薬登録情報は、「農薬登録情報提供システム（農林水産省）」を参照してく

ださい。使用方法については、章末の簡易マニュアルを参照してください。 

注）各農薬の水産動物に関する注意事項については、FAMIC ホームページの、HOME > 農薬 

> 登録・失効農薬情報」を参照してください（アクセス方法については、巻末の使用

方法参照）。 

 
〔目次に戻る〕 

  

除草剤名 備　　　考

トレファノサイド粒剤２．５
(トリフルラリン)

トレファノサイド乳剤
(トリフルラリン)

プリグロックスＬ
(ジクワット・パラコート)

・雑草の生育初期に十分薬剤がかかるように散布す
る。
・草丈が高く繁茂している園では、雑草の地際まで
十分に散布する。
・散布区内の雑草発生程度や生育程度によって適宜
加減する。

バスタ液剤
(グルホシネート)

・散布区内の雑草発生程度や生育程度などによって
適宜加減する。

ラウンドアップマックスロード
(グリホサートカリウム塩)

・少量散布の場合は専用ノズルを用いて雑草の表面
に均一に散布する。

・粒剤では適度の土壌水分下での効果が高く、重粘
土壌は多めに散布する。
・乳剤では幼茶園での処理後土壌混和をしない。年2
回以内の散布とする。

https://pesticide.maff.go.jp/
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各種除草剤の特性〔目次に戻る〕 

 

 

処　理　区

アレチノギク 45～70 アレチノギク 50～70 アレチノギク 45

アキノゲシ 40～55 アキノゲシ 40 アキノゲシ 35～40

メヒシバ 30～40 メヒシバ 30～40 メヒシバ 45～55

イヌタデ 45 イヌタデ 35 イヌタデ 35

ツユクサ 30 ツユクサ 20 ツユクサ 8

ナガハグサ 25～30 ギシギシ 8 チガヤ 10

処理年月日

効果発現日(黄化) 7月31日 7月31日 －

完全枯草日 8月10日 8月1日 -

再生開始日 9月3日 8月31日 8月10日

抑草期間 (34日) (31日) (11日)

処理後43日目 メヒシバ 15～ メヒシバ 15～ メヒシバ 35～65

(9/11) アレチノギク 30

草種及び草丈 アキノゲシ 28～50

再生量　(g/2㎡) 80 130 2030

茶樹に対する影響

その後の再生

バスタ液剤 プリグロックスＬ 刈り取り区

処理前の草種
及び草丈(cm)

(茶茎葉に薬剤が
付着した場合）

－

92年7月30日 92年7月30日 92年7月29日

(15%以下) (10%以下) (85～90%以下)

－

有 有

葉縁に茶褐色油浸状斑
茶葉は褐変落葉

参 考 資 料 
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  植物生長調整剤使用方法 

１．かんきつ植物生長調整剤〔目次に戻る〕 

○ 温州みかんの摘果、熟期促進（着色及び糖度の上昇促進）、浮波軽減、夏秋梢伸長抑制 

(1) 薬 剤 名 

フィガロン乳剤（主成分･････エチクロゼート） 

（製品は主成分を 20％含有） 

(2) 使用方法 

 

注）各薬剤の農薬登録情報は、「農薬登録情報提供システム（農林水産省）」を参照

してください。使用方法については、章末の簡易マニュアルを参照してくださ

い。 

注）各農薬の水産動物に関する注意事項については、FAMIC ホームページの、HOME > 

農薬 > 登録・失効農薬情報」を参照してください（アクセス方法については、

巻末の使用方法参照）。 

 

 

(3) 使用上の注意点 

ア 共通して注意すべき事項 

(ｱ) フィガロンは植物ホルモン剤であり、みかん以外の植物に対しても影響をおよぼ

すので、使用後の散布器具等は十分洗浄するとともに、残液の処分にも注意する。 

(ｲ) 全摘果以外の目的に使用する場合は、７～８年生以上の樹勢の安定した成木を対

象とする。 

(ｳ) フィガロンは原則として単剤で使用する。石灰硫黄合剤、ボルドー液などのアル

カリ性薬剤との混用は避け、本剤散布の約 10 日前から１～２日後の近接散布をさ

ける。 

(ｴ) エチクロゼートを含む農薬の使用回数は４回以内（但し 1,000 倍希釈散布は２回

以内）となっている。 

 

適用作物 備考

Ａ．間引摘果をかねて使用
する場合

Ｂ．熟期促進だけに使用す
る場合

温州みかん

使用目的

全摘果

夏秋梢伸長抑制

浮皮軽減

間引摘果

熟

期
促

進

https://pesticide.maff.go.jp/
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イ 使用目的ごとの注意すべき事項 

(ｱ) 全摘果の場合 

ａ 幼木で全摘果したい場合は樹全体に散布、成木で局部的に全摘果したい場合に

は摘果したい部分のみ散布するが、30℃近くの高温が予想される日を選んで散布

する。 

ｂ 早熟系品種は局部的全摘果とすることで効果が安定し、品質も向上する。 

ｃ 本剤の 1,000～2,000 倍液とエスレル 10 の 2,000～8,000 倍液とを混合使用す

るとより効果的である。但しエスレル 10 の濃度が高い場合や樹勢が弱い場合に

は落葉を助長するので注意する。 

(ｲ) 間引き摘果の場合 

ａ 摘果剤による効果は気温の影響を受けやすく、最高気温が 25～30℃では安定す

るが、これより低温では効果が劣る。 

ｂ フィガロンで落果しやすい果実は果径 20mm 以下の小果で、25mm 以上となった

果実は落果しにくいため、果実の肥大状況を見ながら必要な摘果程度となるよう

散布時期を決定する。 

ｃ 散布後、必ず手直しによる仕上げ摘果を行い、果実の均質化と結果量の調整を

行う。 

ｄ 散布後５～７時間以内の降雨により効果が低下することがあるが、再散布は落

果過多を招く恐れがある。 

ｅ 樹勢が強い樹（幼木、若木等）では効果が安定せず、一方、樹勢が弱い樹では

落葉を助長し、落果過多となることがあるので使用しない。 

(ｳ) 熟期促進の場合 

ａ 熟期促進のみに使用する場合の第１回目散布は、摘果効果を示す場合があるの

で、希釈倍数や散布時期に注意する。 

ｂ 着果量が適正結果量を大きく下回るような場合には効果が劣るので散布しな 

い。 

ｃ 夏芽の発生を抑制する傾向があり、夏芽を発生させたい場合には散布しない。 

ウ 使用上の留意点 

フィガロンの効果は散布日数及びその後の天候、樹勢、落葉比等で異なることがあ

るので、散布時期、濃度等を厳守しても、不測の事態を生じることがある。従って、

散布前後の気象条件や樹の状態を出来るだけ詳しく記録しておき、原因究明の資料と

なるよう確保しておく。 
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○ 温州ミカン摘果剤、夏秋梢伸長抑制 

(1) 薬剤名 

ターム水溶剤（主成分････１－ナフタレン酢酸ナトリウム） 

（製品は主成分を 22％含有） 

(2) 使用方法 

 
注）各薬剤の農薬登録情報は、「農薬登録情報提供システム（農林水産省）」を参照

してください。使用方法については、章末の簡易マニュアルを参照してくださ

い。 

注）各農薬の水産動物に関する注意事項については、FAMIC ホームページの、HOME > 

農薬 > 登録・失効農薬情報」を参照してください（アクセス方法については、

巻末の使用方法参照）。 

 

(3) 使用上の注意点 

ア 共通して注意すべき事項 

(ｱ) 本剤は植物ホルモン剤であり、微量で効果を示すので周辺作物にかからないよう

にする。 

また使用後の散布器具等の洗浄は充分行うとともに残液の処分にも注意する。 

(ｲ) 散布直後の降雨は効果が減ずる原因となるため、７時間以上降雨がみられない条

件で散布する。 

(ｳ) 散布条件によっては薬効や薬害発生に影響が現れやすいため他剤との混用は避け

る。またアルカリ性薬剤との近接散布で旧葉の落葉が助長される場合がある。 

(ｴ) １－ナフタレン酢酸ナトリウムを含む農薬の使用回数は４回以内（生理落果発生

期は 1 回以内、生理落果発生後は３回以内）となっている。 

イ 摘果剤 

(ｱ) 一樹全摘果目的に使用する場合は樹全体に、局部全摘果目的に使用する場合は全

摘果したい部位に散布する。 

(ｲ) 間引き摘果目的に使用する場合は、薬液が葉先から滴らない程度にむらなく散布

する。その際、樹冠上部にたっぷり、樹冠下部にはうすく散布する。 

(ｳ) 散布後は必ず仕上げ摘果を行い、目的とする着果量に調整する。 

ウ 夏秋梢伸長抑制 

(ｱ) 散布時期が遅くなると効果が低くなるため、樹体の観察を入念に行い発芽前に散

布を行う。 

適用作物 使用目的 備考

全摘果

間引き摘果

夏秋梢伸長抑制

結果母枝の充実、着花促進

温州みかん

全摘果、間引き摘果どちらか１回

https://pesticide.maff.go.jp/
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(ｲ) ハウスミカンにおいて加温日に近接した散布は加温後の発芽率を低下させる恐れ

があるため、最終散布は加温予定日から 40 日程度間隔をあける。 

エ 結果母枝の充実、着花促進 

(ｱ)  結果母枝の充実、着花促進の目的で使用する場合は、施設栽培以外では使用しな

い。 

 

 

○ 中晩柑のへた落ち防止剤・後期落果防止剤 

(1) 薬剤名 

マデックＥＷ（ＭＣＰＢ 20.0%） 

(2) 使用方法 

 
注）各薬剤の農薬登録情報は、「農薬登録情報提供システム（農林水産省）」を参照

してください。使用方法については、章末の簡易マニュアルを参照してくださ

い。 

注）各農薬の水産動物に関する注意事項については、FAMIC ホームページの、HOME > 

農薬 > 登録・失効農薬情報」を参照してください（アクセス方法については、

巻末の使用方法参照）。 

 

(3) 使用上の注意 

ア かんきつに使用するに当り、下記に記載した使用目的と作物の組み合わせ以外には

じめて使用する場合は、使用者の責任において事前に薬効・薬害の有無を十分確認し

てから使用する。 

へた落ち防止：伊予柑、甘夏、ネーブル、八朔、不知火、はれひめ、天草、はるみ、

せとか、ポンカン,はるか、ブラッドオレンジ 

後期落果防止：清見、八朔、アンコール、マーコット、日向夏、河内晩柑 

イ 着色前および着色初期には使用しない（着色遅延）。 

ウ 本剤は植物ホルモン剤であり、散布条件によって薬効・薬害に影響が現れやすいの

で他の薬剤との混用はさける。また散布直後の降雨は効果を減ずるので、天候を見き

わめてから散布する。 

エ 使用の際は果梗部を中心に樹全体にむらなく、ていねいに散布する。 

オ 一般作物にもごく微量でホルモン作用をあらわすので周辺作物にかからないように

注意すること。また、使用後の散布器具等は十分洗浄すること。 

カ へた落ち防止を目的として使用する場合、果実を長期間貯蔵したい場合にのみ使用

する。 

キ 極端に樹勢の強い樹及び樹勢の弱い樹または幼木では本剤の使用をさける。 

ク 冬期落葉防止及びへた落ち防止に使用する場合は合計 1 回以内､後期落果防止に使

用する場合は 2 回以内(但し､異なる目的には使用しない)。 

作物名 使用目的 備考

へた落ち防止

後期落果防止

冬期落葉防止

かんきつ

https://pesticide.maff.go.jp/
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○かんきつの花芽抑制・生理落果防止剤、温州みかんの浮皮軽減、不知火等の水腐れ軽減 

 

(1)薬剤名 

  ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ粉末（ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ 3.1％）・液剤（ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ 0.5％）  

  ｼﾞｬｽﾓﾒｰﾄ液剤（ﾌﾟﾛﾋﾄﾞﾛｼﾞｬｽﾓﾝ 5％） 

(2)使用方法 

 
注）各薬剤の農薬登録情報は、「農薬登録情報提供システム（農林水産省）」を参

照してください。使用方法については、章末の簡易マニュアルを参照してく

ださい。 

注）各農薬の水産動物に関する注意事項については、FAMIC ホームページの、HOME 

> 農薬 > 登録・失効農薬情報」を参照してください（アクセス方法について

は、巻末の使用方法参照）。 〔目次に戻る〕 

 

  (3)使用上の注意 

  ア 共通して注意すべき事項 

（ｱ）ジベレリンを含む農薬の生育期間中（前年の収穫後から当年の収穫まで）総使用回

数は１回(温州みかん、不知火、はるみは３回以内)である。 

（ｲ）マシン油散布後は薬液が付着しにくいので、マシン油と混用しない場合は散布前に

使う。また、アルカリ性農薬との混用および近接散布は避ける。 

  （ｳ）調整した薬液はできるだけ当日中に使用する。 

  イ 花芽抑制による樹勢の維持 

（ｱ）低温が続いた年（極端な低温の年）には、遅い時期の低濃度処理を心がける。 

  （ｲ）衰弱した樹勢のものに使用しても期待した効果が得られない場合があるので、衰弱

した樹には使用しない。 

   （ｳ）散布の際は薬液が葉先からしずくとなり落下する程度に散布すること。 

(ｴ) マシン油と混用する場合はジベレリンに加用の登録のある剤（クミアイアタックオ 

イル）を使用し、マシン油の注意書きを確認した上で使用すること。 

  ウ 落果防止 

  （ｱ）生理落果が軽減され着果が安定するが、品種等により感受性が異なるので、初めて

の品種等に利用する場合は最寄の指導機関の指導を仰ぐか、事前に薬効等を確認して

使用する。 

  エ 浮皮軽減 

  （ｱ）本剤処理により、着色が遅延することがあるため、ジベレリンの注意書きを確認し

た上で、収穫時期、貯蔵期間によって使用濃度を調整すること。 

作　物　名 使用目的 備考

花芽抑制による樹勢の維持

落果防止

浮皮軽減

花芽抑制による樹勢の維持

落果防止

水腐れ軽減

花芽抑制による樹勢の維持

落果防止

温州みかん

不知火
はるみ
ぽんかん
清見

かんきつ
（温州みかん、不知火、は
るみ、ぽんかん、清見を除

く）

https://pesticide.maff.go.jp/
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２．落葉果樹植物生長調整剤使用方法〔目次に戻る〕 

○ ナシの熟期促進、果実肥大促進および新梢伸長促進 

(1) 薬 剤 名 

ジベレリンペースト（ジベレリン 2.7％） 

   (2) 使用方法 

 
注）各薬剤の農薬登録情報は、「農薬登録情報提供システム（農林水産省）」を参照してく

ださい。使用方法については、章末の簡易マニュアルを参照してください。 

注）各農薬の水産動物に関する注意事項については、FAMIC ホームページの、HOME > 農薬 

> 登録・失効農薬情報」を参照してください（アクセス方法については、巻末の使用

方法参照）。 

 

〔目次に戻る〕 

  (3) 使用上の注意 

ア 果面に薬が付着すると果面の汚れ、薬害をおこすので注意して塗布する。 

イ ペースト剤処理によって熟期が３～７日早くなるので収穫適期に注意する。 

ウ 植物ホルモン剤であるから微量でも植物に影響を与えるので適用作物、使用時期・

量・方法を厳守すること。 

エ 人畜に対しては殆んど毒性はないが保管は冷暗所に子供の手のとどかぬ所に置く。 

オ 肥培管理が不充分な園や天候不順の時は充分効果が得られない場合がある。また幸

水では樹勢が低下した樹では裂果を助長することがあるので、このような園では使用

しない。 

カ 生理的障害の発生樹では使用しない。 

キ ジベレリンを含む農薬の総使用回数は２回以内（果梗部塗布および新梢基部塗布は

それぞれ１回）。苗木の新梢伸長促進については 3 回以内。 

 

○ ブドウの無種子化・果粒肥大促進剤 

(1) 薬剤名 

・ジベレリン粉末（ジベレリン 3.1％）・ジベレリン錠剤（4.55％）・フルメット液剤（ホ

ルクロルフェニュロン 0.10％） 

(2) 使用方法 

 

適　用　作　物 使用目的 使用回数
ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝを含む農薬の総使用

回数
備考

熟期促進

果実肥大促進

新梢伸長促進

日本なし
2回以内(果梗部塗布1回以
内、新梢基部塗布は1回以内)

1回

https://pesticide.maff.go.jp/
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注）各薬剤の農薬登録情報は、「農薬登録情報提供システム（農林水産省）」を参照してく

ださい。使用方法については、章末の簡易マニュアルを参照してください。 

注）各農薬の水産動物に関する注意事項については、FAMIC ホームページの、HOME > 農薬 

> 登録・失効農薬情報」を参照してください（アクセス方法については、巻末の使用

方法参照）。 

 

 〔目次に戻る〕 

 

※ 生育調整剤の使用にあたっては、剤型やメーカーの違いによって、農薬の登録状況   

が異なる場合があるので、登録内容を確認し、適正に使用すること。 

(3) 使用上の注意 

ア なるべく晴天の日を選んで処理する。 

イ 使用方法、時期、濃度などを間違えないよう十分注意する。 

ウ 無種子化処理は樹勢の強い樹に使用する。果房が大きくなるので処理前に花房先端

を利用して小房に整房する。また、処理により果梗は硬くなるためジベレリンの使用

濃度は薄めにする。なお、脱粒しやすくなるので収穫時に果粒が密着するように摘粒

し、収穫後の調整・箱詰めはていねいに取り扱う。 

エ フルメット液剤を用いて果粒肥大をねらう場合、果粒が大きくなりすぎて着色の遅

れや糖度の低下など品質へ悪影響を及ぼす恐れがあるため、使用濃度は薄めにし、整

房、摘房、摘粒などの管理を適切に行い適正結果量を厳守する。 

オ ブドウ巨峰系４倍体品種、２倍体欧州系品種のジベレリンを含む農薬の総使用回数

は３回以内（但し降雨等により再処理を行う場合は合計５回以内）。 

カ ブドウ巨峰系４倍体品種、２倍体欧州系品種の無核栽培におけるホルクロルフェニ

ュロンの総使用回数は３回以内（但し降雨等により再処理を行う場合は計５回以内）。 

キ ブドウ巨峰系４倍体品種の有核栽培におけるホルクロルフェニュロンの総使用回数

は１回（但し降雨等により再処理を行う場合は計２回以内）。 

 

＜ジベレリン及びホルクロルフェニュロン混用１回処理による無種子化・顆粒肥大促進＞ 

① 巨峰系４倍体品種は、満開３～５日後の落花期におけるジベレリンとホルクロルフ

ェニュロンの省力的な混用１回処理により、無種子化及び顆粒肥大促進が図れる。し

かしながら、「巨峰」の特性を受け継いで度合いに品種間で差異がみられるので、これ

らの薬剤をはじめての品種に使用する場合は、最寄りの指導機関の指導を仰ぐか、自

ら事前に薬効薬害を確認した上で使用すること。 

② 処遇時期が遅れると有核果混入のおそれがあるので、処理時期は厳守すること。 

③ 樹勢を強めに維持することや処理前の整房については、ジベレリン２回処理体系に

準ずる。 
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